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Aus dem Embryologischen Laboratoruim des Anatomischen Institutes der Okayama Med. Fakultat

 (Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Morphogenese der Kloake

 bei Meleagris gallopavo Linne.

Von

Takuo Nambu.

Eingegangen am 4. November 1935.

Unter der Leitung von Herrn Prof. 

Dr. Shikinami babe ich Untersuchungen 

uber die Morphogenese der Kloake bei 

Embryouen der Truthuhner vorgenom

men und die folgenden Ergebnisse erhal

ten.

1) Beim Embryo von 7 Bebrutuiags

tagen, mit der groseten Lange von 8.3mm 

verschwindet der Primitivstreifen gauz 

spurlos.

2) Der Schwanzdarm lasst sich 

nicht nachweisen beim Embryo von 61/2 

Bebrutungstagen.

3) Der Enddarm, der im fruhern 

Entwicklungsstadium mit dem Urodaeum

 weit kommuniziert hat, verengert sich 

allmahlich durch die Wandverdickung, so 

dass sich endlich sein Lumen verschliesst 

und zwar beim Embryo von 12 Bebr

utungstagen, 19.0mm grosster Lange, die 

innere Komnmunication mit dem Uro

daeum gauz verloren geht. Beim Embryo 

von 17 Bebrutungstagen mit 37.5mm 

grosster Lange erweitert sich der End
abschnitt des Darmkanals ampullenfor

mig und bildet das sog. Gladow'sche 

Koprodaeum.

4) Das Urodaeum bildet sich im 

fruhen Embryonalstadium als ein End

raum des Enddarms in der Form eines
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flachen Blindsackes. Seine erste Anlage 

ist im Embryo von 7.5mm grosster Lange 

mit 33 Ursegmenten wahrzunehmen.

5) Da sich beim Embryo von 71/2 

Bebrutungstagen mit der grossten Lange 

von 9.8mm die beiden lateralen Wande 

des Urodaeums einander nahern, um die 

Urodaealmembran zu bilden, so wird sein 

innerer Raum allmahlich verkleinert, aber 

seine Lateralwande in der Gegend der 

Uffnung des Wolff'schen Gauges bis zur 

Allantois bauchen flugelformig aus, um 

den kurzesten Weg zu Fuhrung der 

Exklusionsproductes in die Allantois zu 

bilden.

6) Im Verlauf des Wachstums der 

Embryonen beobachtet man an der 

Dorsalwand und den beiden lateralen 

Wanden des Urodaeums zwei Arten vor

ubergehend auftretender Divertikel.

7) Beim Embryo von 8.0mm gross

ter Lange mit 44 Ursegmenten bildet 

sich eine Kloakenfenestra an der Dorsal

wand des Urdaeumns.

8) Im Embryo you 6.5mm grosster 

Lange mit 33 Ursegnrenten reicht der 

linke Wolff'sche Gang bis an die Lateral

wand des Urodaeums, und beim Embryo 

von 7.5mm grosster Lange mit 39 Urseg

menten offnet er sich in das Urodaeum

lumen. Beim Embryo von 10 Bebrutungs

tagen mit 14.0mm grosster Lange kom

muniziert die Kloake mit den Uretern.

9) Die Aftertasche (Proctodaeum) 

tritt erst als eine Querfurche an der 

Aualplattengegend auf, und zwar wird 

sie orocaudalwarts ale eine komprimierte 
Bliudtasche durch Ectodermeinstulpung 

gebildet. Am 12. Bebrutungstage, beim 
Embryo von 19.0mm grosster Lange 

kommuniziert die Aftertasche mit dem 

inneren Raum der Bursaanlage.

10) Die Anlage der Bursa Fabricii 

tritt erst als Epithelknospe mit Vacuolen 

im Embryo von 8-9 Bebrutungstagen 

mit 11.0-14.0mm grosster Lange in der 

Dorsalwand und caudalwarts des Uro

daeums auf.

11) Im Embryo von 17 Bebrutungs

tageu mit 37.5mm grosster Lange tritt 

die erste Anlage der Bursafollikel in der 

Bursaschleimhaut hier und da als er

habene Epitelknospen auf.

(Kurze Inhallsangabe)
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第1章　 緒 論

曩 ニ余 ハ家 鳩胎 兒 ニ於 ケ ル總 排 泄 腔 ノ形

態學的發 生 ニ就 キテ研 究 ヲ途 ゲ,其 ノ結 果

ヲ同好 會會報 第2巻 第2號 ニ發表 セ リ.然

ルニVogelkloakeノ 發 生 ハHuhner, Fnte,

 Fasanen等 ノ種類 ニ於 テハ多 少其 ノ趣 ヲ異 ニ

シ,殊 ニSchwanzdarmノ 退 化状態, Primi

tivstreifenト ノ關係, Kloakenfenestraノ 成

生, Urodaeumwandニ 生 ズルDivertikel,原

腎 管 ノAnomalien等 興 味津 々タ ルヲ覺 エ,旁

旁其 ノ形態學的發 生ニ關 スル研 究 ノ寂 寥タル

ノ ミナ ラズ,所 々ニ疑 雲 ノ存在 スルニ鑑 ミ再

ビ敷波教授指 導 ノ許 ニMeleagris gallopavo

 Linneノ 胎 兒 ヲ用 ヒテ其 ノ檢索 ヲ志 シ,茲 ニ

其 ノ結果 ヲ報告 シ得 ルハ余 ノ最 モ欣 快 トスル

所 ナ リ.

抑Vogelkloakeノ 形 態學的 研究 ハGaseer

 (1873)及 ビWenckebach(1888)ヲ 以 テ嚆

矢 トナ シ其 ノ後 ハPomayer(1902), Boyden

 (1918)兩 氏 ノ業績 アルノ ミニ シテ,各 部分的

名稱 ハGadow氏 ニ依 レル モノ多 キヲ以 テ,

余 モ亦家 鳩胎 兒ニ於 ヶル檢索 ノ場合 ト同様 ニ

Gadow氏 ノ所説 ニ從 テ記述 セ ン トス.即 チ

本來 ノKloakeハAllantoisgang及 ビUro

genitalgangヲ 有 スルEnddarmノ 終 末腔 ト

シテ一般 ニ記載サ レ居 ルモ,成 鳥 ニ於 テハ,

 RectumハKloakeノ 直 前 ニ於 テ著 シク擴 大

シKloakeノ 一部分 トシテFunktionヲ營 ミ,

 Gadow氏 ノ所謂Proctodaeumモ 重 要 ナル

部分 ヲ爲 スヲ以 テ,擴 大セルRectumノ 部 分

ヲKoprodaeum,本 來 ノKloakeノ 部 分 ヲ

Urodaeum, Kloakeノ 將 來開通 ス可 キBursa

 Fabricii迄 陥 入セルEctodermeinstulpung

ヲProctodaeumト シ,之 等 ノ部分 ヲ一括 シ

テ廣義 ノKloakeト 稱 スルヲ至當 卜ス.

總 排 泄 腔 ノ發 生 ヲ追 求 スル ニ當 リテハ

Schwanzdarm, Primitivstreifen及 ビBursa

 Fabriciiモ 密 接 ナル關係 ヲ有 スルヲ以テ可及

的詳細 ナル記載 ニ勉 メ,尚 又Urogenitalgang

及 ビPhallusanlageモ 本 研 究ニ附隨 シテ避

ク可 カ ラザルモノニ シテ併 セテ其 ノ大要 ヲ記

述 スル所 アル可 シ.

鳥 類總排泄腔 ノ概念 ヲ得 ル ニ便ナル爲次ニ

Gradow及 ビForbes兩 氏 ノSchemaヲ 掲 載

シテ参考 ニ資 シタ リ.

Vogelkloake nach Gadow.

CD.=Koprodaeum. PD.=Proctodaeum. 

Sph.=Sphincter ani. B. F.=Bursa Fabricii. 

F.=Falte zwischen Proctdaeum und Uro

daeum. rc.=Falte zwischen Urodaeum 

und Koprodaeum. rc.=Falte zwischen 

Koprodaeum und Rectum. UD.=Uro

daeum.
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Vogelkloake nach Forbes.

R.=vorderster Abschnitt. C.=mitlerer 

Abschnitt mit den Mundungen der Uro

geoitalange (d). D.=hinterste Kammer. 
B. F.=Bursa Fabricii.

第2章　 研 究 材 料 及 ビ 研 究 方 法

本 研 究 ニ當 リテ 百 數 十箇 ノ七 面鳥 胎 兒 ヲ蒐 集 シ

各胎 兒 ハ 採 取 直 後Zenker氏 液 又 ハ 「フ オ ル マ リ

ン液 」ニ テ固 定 シ,多 ク ハBorax-Karmiaiニ テ染

色 シ,所 定 ノ方 法 ヲ經 テ「パ ラ フイ ン」ニ 包埋 シ,

之 ヲ10乃 至15μ ノ連 續 切 片 ニ作 製 シ タ リ.尚 ホ

一 部 ノ胎 兒ハ 細 胞 ノ組 織學 的檢 索 ノ必 要 ア ル ヲ慮

リHamatoxylin-Eosinノ 重 染 色 ヲモ用 ヒ タ リ.

切 截 方 向 ハ 多 クハ 體 長軸 ニ垂直 ニ シテ,孵 卵5日

以 後 ノ胎 兒 ニ於 テ ハ 縦斷 切 片 ヲモ作 製 シテ参 考 ニ

資 シ タ リ.檢 索 ニ必要 ナ ル部 分 ヲEdinger氏 描 寫

器 ニ依 リテ75倍 乃至150倍 ニ擴 大 描 寫 シ,之 ヲ厚

サ0.75mm乃 至1.5mmノ〓 板 ニ複寫 シ,尖 刀 ヲ以

テ該 部 分 ヲ切 抜 キRuckenmark, Chordadorsalis

及 ビAorta dorsalisヲ 基 準 トシテ 之 ヲ重 積 シ,正

確 ナ ル複 成 模 型 ヲ作 リ,切 片 ノ顯 微鏡 的 観 察 ノ參

考 トナ シ,彼 我 相 對 照 シテ研 究 セ リ.屈 曲 シタ ル

胎 兒 及 ビ縦 斷 切片 ノ原 節 數 ハ動 モ ス レバ誤 算 シ易

キ ヲ以 テ 余 ハ-視 野 中2箇 所 或 ハ3箇 所 ニ原 節 ノ

表 ハ ル ル モ ノハ悉 ク之 ヲ描 寫 器 ニ依 リテ描 寫 シ誤

算 無 キ ヲ期 シ タ リ.

-臓 器 ノ發生 階 梯 ハ必 ズ シ モ其 ノ孵 卵 時 數
,胎

兒 ノ體 長 及 ビ 他臓 器 ノ發 生 状 態 卜一 致 スル モ ノニ

非 ザ レ共,便 宜 上 之 ヲ11發 生 階 梯 ニ別 チ,各 階 梯

ヲ更 ニ 數 例 ニ別 チ テ該 原 基 ノ發 生 状 態 ヲ檢 索 シ タ

リ.次 表 ニ檢 索 ニ資 シ タル胎 兒 ヲ 一括 シテ總 排 泄

腔 ノ發生 階 梯 順 ニ 一 目瞭 然 タラ シ メ タ リ.
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第3章　 自 家 所 見

第1階 梯

第1例　 胎 兒番 號Nr. 5 G. L. 7.5mm原 節 數33

胎 兒 ノ外 形 ハ體軸 ニ殆 ド垂 直 ニ シ テ未 ダ屈 曲 ス

ル コ ト無 ク.前 腦,中 腦,後 個 ノ別 明 カ ニ シテ,

僅 ニ聴 胞 ヲ形 成 シ,視 器 ニ於 テ ハ 眼 盃 ハ 内 外2層

ヲ爲 シテ,水 晶 體 ハ 未 ダ外 胚 葉 卜完 全 ニ分 離 スル

ニ 至 ラ ズ ト雖 モ 既 ニ水 晶體 嚢 ヲ形 成 シテ 眼 盃 ノ内

ニ 在 リ.肺 原 基 ハ 僅 ニ氣 管 分 岐 ヲ認 ム ル ノ ミナ レ

共,心 原 基 ハ 既 ニ著 明 ニ發育 シ,肝 原基 モ僅 ニ其

ノ初 徴 ヲ認 ム.原 腎 管 ハ 第12原 節 ノ高 サ ニ初 マ

リV. card. post.ノ 腹 方 ニ認 メ之 ニ接 シテ尾 方 ニ

走 リ 第24原 節 附 近 ノ高 サ ヨ リ次 第 ニ外 方 ニ偏 シ

テV. card. post.ノ 腹 方Colomepithelニ 接 シテ

尾 方 ニ走 レ リ.總 排 泄腔 ノ部分 ヲ觀 察 ス ル ニ.後

腸 ノ横 斷 面 ハ背 腹 ニ長 キ管 腔 状 ヲ呈 シテChords

 dorsal,ノ 腹 方 ニ位 シ 其 ノ背 壁 ハ 著 シク 菲 薄 ニ シ

テ,原 腎 管 ハ 左 右Aorta dorsal.ノ 腹 外 方 ニ於 テ

Colomwamdノ 背 壁 ニ接 シ.第32原 節 ノ高 サ ニ於

テ後 腸 ハUrodaeumニ 移 行 シ,兩 者 ハ判 然 タル境

界 無 ク,何 レモ其 ノ壁 ハ重 層 圓柱 上 皮 ヨ リ成 ル.

原 腎 管 ハ次 第 ニ 内方 且 僅 ニ腹 方 ニUrodaeumwand

ニ接 近 シ來 リ第32原 節 ノ終 リノ 高 サ ニ於 テ 左 側

ハUrodaeumwandニ 達 シ未 ダ其 ノ内腔 ノ交 通 ヲ

認 メズ,右 側 ノモ ノハ未 ダUrodaeumト 接 着 セ

ズ.切 片 ヲ尾 方 ニ追 求 ス レバUrodaeumハ 次 第 ニ

縮 小 シSchwanzdarmニ 移 行 シ其 ノ背 側 ニChorda

 dorsal.ヲ 背 側外 方 ニ左 右Aorta dorsal.ヲ 認 メ,

腹 方 ニ 濃染 セ ルPrimitivstreifenノ 残渣 ヲ認 ム.

此Primitivstrcifenノ 左 右 ノ境 ハ 不 規 則 ナ レ 共

ScharfニMesenchymト 界 シ腹 方 ハ 外胚 葉 ニ連 ナ

リ,背 方 ハSchwanzdarmノ 腹 壁 ニ密 ニ融 合 シ組

織 學 的 ニ兩 者 ノ細 胞 ノ區別 困 難 ナ リ.尾 端 ニ接近

スル ニ 從 テSchwanzdarmノ 内腔 ハ 狹小 トナ リ遂

ニ内腔 ハ 消失 シSchwanzknospeノ 組 織 ニ終 ル.

 Kloakenmembranハ 未 ダUrodaeumwandト 接

合 セ ズ.

之 ヲ模 型Fig. 1. A.ニ 就 テ觀 ル ニ, Urodaeum

ハ 左 右 ニ扁平 ナ ル嚢 状 ヲ呈 シ,左 側 原腎 管 ノ接着

部 バ一般 ニUrodaeumwandノ 平 面 ヨ リ少 シ ク膨

隆 シ未 ダ 原 腎 管 ノ接 合 ヲ見 ズ,且Urodaeumノ 該

側 壁 ハ 平 滑 ナ レ共 原 腎 管 ノ尖 端 ニ對 ス ル部 分 ニ於
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テハ輕 度 ノ隆 起 點 ヲ認 ム. Urodaeumノ 腹 側 壁 ハ

僅 ニ外 方 及 ビ腹 方 ニ膨 隆 シテ尿 嚢 原 基 ノ初 徴 ヲ認

ム.腹 方 ノ外 胚 葉 トUrodaeum及Schwanzdarm

ノ間 ニPrimitivstreifenノRestヲ 認 ム.

Fig. 1. (A)

總 排 泄 腔 模 型1(胎 兒Nr. 5)左 側 面, 2/3縮 小 圖.

Ch.=Chorda dorsalis.

E. D.=Enddarm.

R.=Ruckenmark.

Ps.=Primitivstreifen.

S. D.=Schwanzdarm.

Urod.=Urodaeum.W

. G.=Wolff'scher Gang.

Ch.=Chorda dorsalis. E. D.=Enddarm. R.=Ruckenmark. 

Ps.=Primitivstreifen. S. D.=Schwanzdarm. Urod.=Urodaeum. W

. G.=Wolff'scher Gang.

第2例　 胎兒番號Nr. 8 G. L. 7.5原 節 數34

本例ハ第1例 ヨリ僅ニ1原 節 ヲ増加 シ胎兒 ノ外

形ハ前例 ト殆 ド同樣ナレ共尾部ハ少 シク彎 曲 セ

リ.諸 臓器 ノ發生状態モ第1例 ト同一階梯ニ在ル

ヲ以テ其 ノ記載ヲ省略 シ,直 チニ總排泄腔 ノ發生

状態ニ就テ記述セントス.

第26原 節 ノ高サニ於 ケル横斷面ニ於テハ左右

ノAorta dorsal.ノ 中間ニ近ク其 ノ腹方ニ背腹ニ

長キ管腔状ヲナセル後腸ノ斷面ヲ認 メ,其 ノ腹方

ニ尿嚢 ノ頭方壁 ノ斷面ヲ見ル.第26原 節 ノ終 リノ

高サニ於テ後腸及ビ尿嚢ハ共ニUrodaeumニ 移

行 シ,背 腹ニ延長セル重層圓柱上皮ヨリ成ル壁 ヲ

有 ス ル細 長 キ管腔 状 ヲ呈 シ,其 ノ背 壁 ハ極 メテ 菲

薄 ナ リ.第31原 節 ノ高 サ ニ於 テ 左 側 原腎 管 ハ輕

クUrodaeumwandニ 接 着 シ.右 側 原腎 管 ハ未 ダ

接 合 ス ル ニ至 ラ ズ.

模 型Fig.1. B.ニ 就 テ 總 排 泄腔 ヲ觀察 ス ル ニ,

 Urodaeumハ 極 メテ 扁 平 ナ ル 嚢 状 ヲ呈 シ尿 嚢 ハ

球 状 ヲ ナ シテ頭 方 ニ膨 隆 ス ル ニ至 レ リ.原 腎 管 ハ

Aorta dorsal.ニ 平 行 シテ頭 方 ヨ リ尾 方 ニ下 り第

31原 節 ノ高 サ ヨ リ殆 ド水 平 ニ腹 方 ニ 向 テ走 リ緩 カ

ナ ル角 度 ヲ於 テ内 方 總 排 泄腔 ニ接近 シ,左 側 ノモ

ノハ輕 クUrodaeumwandニ 接 着 シ更 ニ其 ノ尖 端

ハ遊 離 シテUrodaeumノ 腹 側 稜 ニ近 ク達 セ リ

.右 側 原 腎 管 ハ 未 ダUrodaeumwandニ 達 セ ズ.

 Urodaeumノ 外 側壓 ハ原 腎 管 ノ接 合 ニ感 ズ ル 部分

ニ於 テ 左 右 兩側 共 ニ1-2ノ 小 隆 起(Divertikel)

ヲ形 成 セル ヲ認 ム. Urodaeumノ 尾 方 ハ 左 右 ニ扁
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平 ナ ルSchwanzdarmニ 連 ナ リ尾 端 ハSchwanz

knospeノ 組 織 ニ 融 合 シ, Schwanzdarmノ 腹 方

Primitivstreifenニ 連 續 ス ル 事 第1例 ニ 同 ジ.

Fig.1. (B)

總 排 泄腔 模 型2(胎 兒Nr. 8)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

All.=Allantoisanlage. L. D.=Lateraldivertikel (C).

第2階 梯

第1例　 胎兒番號Nr. 96 G. L. 7.0mm原 節 數39

胎兒 ノ外形ハ殆 ド體軸ニ垂直ニシテ頭部膨隆著

明 ニシテ,心 原基著シク膨出セリ.

切片 ノ顯微鏡的觀察ニ於テ,肺 原基及ビ肝原基

ハ僅ニ其ノ初徴ヲ認ムルノミナレ共心原基ハ著 シ

ク發育セ リ.聴 器ニ於テハ聴胞ヲ形成 シ,視 器ニ

於テハ水晶體ハ既ニ完全ニ外胚葉ヨリ分離 シ中ニ

僅ニ空隙 ヲ残 シ水晶體繊維 ノ發育盛ニシテ眼盃 ノ

内ニ在 リ.

第29原 節 ノ高サニ於テ後腸ハAorta dorsal.ノ

腹 方 ニ在 リテ扇状 ノ管腔状 ヲ呈 シテ腹方 ニ擴大

シ,其 ノ腹 方右 側 ニ偏 シテAllantoisノ 横 斷 像 ヲ

認 ム.第30原 節 ノ高 サ ニ於 テ後 腸 及 ビAllantois

ハUrodaeumニ 移 行 シ,各 背 腹 ニ細 長 ナ ルLumen

ヲ以 テ廣 ク之 ト交 通 セ リ.原 腎 管 ハAorta dorsal.

ノ腹 方外 側 ヲ尾 方 ニ下 リ第32原 節 ノ高 サ ニ於 テ

左 右 共Urodaeumノ 外 側壁 ニ接 合 セ リ,然 ルニ

未 ダ兩 側 共Urodaeumノ 内腔 ト交 通 ス ル ニ至 ラ

ズ.外 胚 葉 ノKlorkenmembranハ 沈降 シ來 リテ

第32原 節 ノ高 サ ニ 於 テUrodaeumノ 腹 壁 ト融 合

ス ル ニ至 レ リ. Urodaeumヲ 尾 方 ニ追 求 ス レバ

次 第 ニ縮 小 シSchwanzdarmニ 移 行 シ其 ノ内腔

ハ 尾端 ニ至 ル ニ從 テ 消失 シ,遂 ニRuckenmark,

 Chorda dorsal.ト 共 ニSchwanzknospeノ 組 織

トシテ尾 ノ核 心 ヲナ セ リ. Schwanzdarmノ 腹 側

壁 ハPrimitivstreifenノ 細胞 塊 ト密 ニ融 合 シ組 織

學 的兩 者 ノ境 界 ヲ決 定 シ難 シ.
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Fig. 2. (A)

總 排 泄 腔 模 型3(胎 兒Nr. 96)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

模 型Fig. 2. A.ニ 就 テ觀 察 ス ル ニ, Enddarmハ

兩 外 側壁 ニUrodaeum迄 達 セ ル大 ナ ルFalteヲ

形 成 シ扁 平 ナ ル嚢 状 ヲ ナ セ ルUrodaeumニ 移行

シ廣 ク之 ト交 通 セ リ. Allantoisハ 盲 嚢 状 ヲ呈 シテ

前 階 梯 ヨ リモ著 シク頭 方 ニ 發 育 セ リ. Urodaeum

ハ 前階 梯 卜同 様 ニ左 右 ニ扁 平 ニ シ テ 尾 方 ハSch

wnznarmニ 移 行 セ リ.原 腎 管 ハ頭 方 ヨ リ尾 方 ニ

垂 直 ニ下 リ,總 排 泄 腔 ノ高 サ ニ 至 リテ 次第 ニ 内側

腹 方 ニ走 リ末 端 部 ノ2.5cm(模 型實 測)ノ 間 ハ急

ニ屈 曲 シテ 水 平 ニ内 腹 方 二走 リUrodaeumノ 外

側壁 ニ接 合 セ リ.原 腎 管 ノ接 着 部 ヨ リ後 腸 ノ移 行

部及 ビAllamtoisノ 移行 部 ニ向 ヒ2條 ノ堤 状 ノ隆

起 ヲ見 ル. SchwanzdarmトUrodaeum及 ビ尾 ノ

Ectodermノ 間 ニPrimitivstreifenノ 組 織 ヲ認 メ

既 ニ退 化 ヲ開 始 シ,模 型 ニ於 テ ハ 孔 ヲ穿 テ ル膜 ノ

形 態 ヲ トレ リ.

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 97 G. L. 7.5mm原 節 数39

胎 兒 ノ頭 部 ハ 胴 部 ニ對 シテ直 角 ニ近 ク屈 曲 シ,

尾 端 ハ稍 内 上方 ニ向 ヘ リ.肺 原 基 ハ 氣 管 分 岐 ヲ認

メ背 腹 兩 膵 原 基 ノ初 徴 ヲ認 ム ル ノ他 心 原 基 ノ著 明

ナ ル發 育 ヲ見 ル.

第27原 節 ノ 高 サ ニ 於 ケ ル 横 斷 面 ヲ 見 ル ニ

Chorda dorsal.ノ 腹 方 ニ當 リテ左 右 ニ相 並 ビテ

Aorta dorsal.ヲ認 メ,其 ノ外 側 腹 方 ニ管腔 状 ヲ

呈 セ ル左 右 ノ原 腎 管 ヲ認 メ,腹 方 ニ背 腹 ニ細 長 キ

管 腔 状 ヲ ナ セ ル後 腸 ノ横 斷像 ヲ認 ム. Allantoisハ

厚 キ壁 ヲ有 スル 圓形 ノ管 腔 状 ヲ呈 シテ後 腸 ノ腹 方

ニ於 テ 少 シ ク右 側 ニ偏 在 ス.第28原 節 ノ高 サ ニ至

リテ 後 腸及 ビ尿 嚢 ハUrodaeumニ 移 行 シ,横 斷

面 ニ於 ケ ル形 状 ハ 恰 モ杓 子状 ヲ呈 シ中央 ヨ リ背 方

ハ背 腹 ニ細 長 キ管 腔 状 ヲ呈 シ テ杓 子 ノ柄 部 ノ如 ク

腹 方 ハ圓 形 ノ管腔 状 ヲナ シ,原 腎 管 ハUrodaeum
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ノ背 壁 ノ遙 カ外 方 ニ於 テColomepithelニ 接 セ ン

トス. Uodaeumノ 内 腔 ハ 尾 方 ニ進 ム ニ從 テ梨 子

状 ヲ呈 シ左 側 原 腎 管 ノ吻 合 ヲ認 メ少 シク尾 方 ニ於

テ右 側原 腎 管 ノ接 着 ヲ認 ム.詳 細 ニ觀 察 ス ル ニ右

側 原 腎 管 ハUrodaeumノ 内腔 ト未 ダ 交 通 ス ル ニ

至 ラザ レ共 左 側 原 腎 管 ハ 辛 ウ ジテ 交 通 ヲ有 ス ル ニ

至 レ リ. Urodaeumノ 腹 側 壁 ハ 一部 分 腹 方 ニ突 出

セ ル ヲ認 ム.尾 尖 ノ斷 面 ニ於 テハSchwanzknospe ,

 Schwanzdarm, Primitivstreifenヲ 認 ム. Uro

daeumヲ 尾 方 ニ 辿 レバ 次第 ニ細 長 ナ ル管 腔 状 ノ

Sehwanzdarm二 移 行 スル ニ至 ル.

模 型Fig.2. B.ニ 就 テ總 排 泄腔 ノ部 分 ヲ飼察 ス

ル ニ後 腸 ハAorta dorsal.ノ 腹 方 ニ於 テ之 ニ隣 接

シテ頭 方 ヨ リ尾 方 ニ走 リ,強 ク左 右 ヨ リ壓迫 サ レ

タル如 ク扁 平 ニ シテ 卵 黄 嚢 管 ヨ リ6.5cm(模 型 實

測)ノ 部分 ニ於 テUrodaeumニ 移行 セ リ.尿 嚢 ハ

後 腸 ノ腹 方 ニ於 テ 少 シ ク右 側 ニ偏 在 シ長 キ 圓 筒状

ノ盲嚢 トシテ 廣 クUrodaeumト 交 通 シ,其 ノ盲

嚢 ノ頭 端 ハ 略 ボ 球 状 ヲ呈 ス. Urodaeumハ 第1例

ノ如 ク左 右 ニ扁平 ナ リ ト雖 モ尿 嚢 管 ヨ リ原 腎 管 ノ

接 着 部 ニ亙 ル間 ノ腹 方 ハ外 方 ニ膨 隆 シ,背 方 ハ後

腸 ト同様 ニ扁 平 ニ シ テ,左 側 原 腎 管 ノ接 着 部 ハ著

シ ク膨 隆 セ リ.原 腎 管 ノ接 着 部 ヨ リSchwanzdarm

ニ移 行 ス ル 部分 ノ範圍 ニ於 テUrodaeumwandノ

外 側 壁 ハ 平 滑 ナ ラ ズ シテ小 ナ ル凹 凸 ヲ認 ム.原 腎

管 ハ頭 方 ヨ リAorta　 dorsal.ノ 外 側腹 方 ヲ之 ニ平

行 シテ尾 方 ニ走 リ急 ニ腹 方 内側 ニ屈 曲 シテUro

daeumノ 外側 壁 中央 ヨ リ僅 ニ 尾 方 ニ於 テ接 着 セ

リ. SchwanzdarmハUrodiaeumノ 尾 方 ヨ リ出デ

Chorda dorsal.ノ 腹 方 ニ 於 テ之 ト隣 接 シテ尾 方 ニ

走 レル 管 状 ヲ呈 シ尾 方 ニ 至 ル ニ 從 テ多 少 膨 大 シ途

ニ尾 端 ニ於 テSchwanzknospeニ 終 レ リ. Sch

wanzdarmハPrimitivstreifenト 密 ニ癒 合 シ,此

PrimitivstreifenハUrodaeum, Schwanzdarm

及 ビKloakenmembranノ 間 ニ在 リテ破 レ タル膜

ノ形態 ヲナ セ ル ハ第1例 ニ同 ジ.

Fig.2. (B)

總 排 泄腔 模 型4(胎 兒Nr. 97)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

Ao.=Aorta dorsalis. S. D.=Schwanzdarm. S. K.=Schwanzknospe.
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第3例　 胎 兒 番 號Nr. 117 G. L. 8.Omm原 節 數40

本 例 ハ 前2例 ヨ リ僅 ニ1原 節 ヲ増 加 セ ル ニ過 ギ

ズ,胎 兒 ノ外 形 諸 臓 器 ノ發 生 状 態 モ 略 ボ 同 様 ナ ル

ヲ以 テ其 ノ記 載 ヲ省 略 シ直 チ ニ總 排 泄腔 ノ發 生 状

態 ニ就 テ 記 述 セ ン トス.

後 腸 ハAort adorsal,ノ 腹 方 ニ在 リテ 第1例

Nr. 96ト 全 ク同 様 ノ横 斷像 ヲ示 シ.尿 嚢 モ其 ノ腹

方 ニ於 テ少 シク 右 側 ニ偏 在 シ 何 レモ 第29原 節 ノ

高 サ ニ於 テUrodaeumニ 移 行 シ廣 ク之 ト交 通 セ

り.第30原 節 ノ高 サ ニ於 ケル 斷 面 ニ於 テ ハUro

daeumハ 稍 背 腹 ニ 長 キ 管腔 状 ヲ呈 シ腹 方 ハ少 シ

ク援大 セ リ.原 腎 管 ハV. card. post.ノ 腹 方 ニ 於

テColommwandニ 接 シテ 圓形 ノ管腔 トシテ認 メ ラ

ル.切 片 ヲ尾 方 ニ追 求 ス レバUrodaeumハ次 第

ニ縮 小 シ第32原 節 ノ高 サ ニ 於 テ 其 ノ外 側 壁 ニ原

腎 管 ノ接 着 ヲ認 ム. Urodaeumノ 腹 壁 ニ於 テ ハ

PrimitivstreifenノRestノ 附 着 セル ヲ見 ル.切 片

ヲ更 ニ尾 方 ニ進 ムル ニ左側 原 腎 管 ハUrodaeum

wandヨ リ遊 離 シ遂 ニ其 ノ尖 端 ハ2ツ ニ分 岐 シテ

背 腹 ニ相 並 ビテMesenchymノ 中 ニ盲 管 ヲ ナ シ

テ終 レ リ.此 原 腎 管 ノ分岐 ハ腎 芽 ノ著 シキAno

malienニ シ テ特 ニ本 例 ヲ掲 ゲ シ所 以 ニ シテ 其 ノ

状 態 ハFig.2. C.ニ 於 テ領 解 シ得 可 シ. Urodaeum

ヲ尾 方 ニ追 求 ス レバSchwanzdarmハ 縦 斷 セラ レ

テ 尾尖 ニ走 リSchwanzknospeノ 濃 染 セル組 織 ニ

終 レル ヲ見 ル.

Fig.2. (C)

總 排 泄 腔 模 型5(胎 兒r. 117)左 側 面觀, 1/2縮 載.

x, y=Anomalien des Nierenknospe.

模 型Fig.2. C.ニ 就 テ觀 察 ス ル ニUrodaeum

ハ稍 扁 平 ナ ル盲 嚢 状 ヲ呈 シ頭 方 ハ後 腸 及 ビ尿 嚢 ニ

移 行 シ尾 方 ハSchwanzdarmニ 連續 シ左 右 ノ外

側 壁 ニ原 腎 管 ノ接 合 ヲ見,腹 壁 稜 ノ一 部 ニ於 テハ

Kloakenmembranノ 融 合 セ ル ヲ認 ム.右 側 原 腎

管 ハUrodaeumwandニ 接 着 スル ニ先 ダ チ テ2ツ

ノ盲 管 ニ終 ル分 岐 ヲ出 シ,其 ノ背方 ノモ ノハ腹 方

ノ夫 レ ヨ リモ太 ク且 短 ク,腹 方 ノ枝 ハ小 ナ レ共遙

ニ長 シ. Schwanzdarm及 ビUrodaeumwandト

尾 ノEktodermノ 間 ニ存 在 セ シPrimitivstreifen

ノRestハ 前2例 ヨ リ著 シ ク退 化 セ ル ヲ見 ル.

63



1326 南 部 卓 夫

第3階 梯

胎 兒 番 號Nr. 114 G. L. 8.0mm原 節 數44

胎 兒 ノ外 形 ハ項 屈 曲 背彎曲 著 明 ニ シテ頭 部 ハ躯

幹 ニ對 シテ 直角 ニ屈 曲 セ リ.前 腦 及 ビ中腦 ノ境 界

ハ 益 々明 カ ニ シテ視 器 ニ於 テ ハ 水 晶 體 ハ 僅 ニ室 隙

ヲ認 メ,水 晶 體 繊 維 ノ 發 育 著 シ.聽 器 ニ於 テハ

Ductus endolymphaticusノ 原 基 ノ發育 ヲ認 ム.

肺 原 基 ニ於 テ ハ左 右氣 管 分岐 ノ著 明 ナ ル伸 長 ヲ認

メ,心,肝 原 基 モ前 階 梯 ヨ リ更 ニ發 育 進 展 シ,原

腎 管 ハV. card. Post.ノ 腹 側 ニ沿 ヒテ尾 方 ニ 走 リ

Urodaeumニ 達 セ リ.

切 片 ニ就 テ總 排 泄腔 ノ部分 ヲ觀 察 ス ル ニ,後 腸

ハ 第28原 節 ノ高 サ ニ 於 テ ハ 稍 背 腹 ニ長 キ管 腔 状

ヲ呈 シテ 前 階 梯 ヨ リモWandノ 肥 厚 セ ル ヲ認 メ

Aorta dorsal.ノ 腹 方 ニ在 リ.更 ニ其 ノ腹 方 ニ尿

嚢 ノ膨 大 ニ シ テ 不規 則 ナ ル斷 面 ヲ認 ム.之 等 ハ 何

レ モ第29原 節 ノ初 メ ノ高 サ ニ於 テUrodaeumニ

移 行 シ左 右 ノ外 側 壁 ハ 外 方 ニ膨 隆 セ ル管腔 状 ヲ呈

ス.尿 嚢 トUrodaeumノ 交 通 ハ極 メテ廣 ク後 腸

トUrodaeumノ 交 通 ノ約2倍 ニ達 セ リ.

Urodaeumヲ 尾 方 ニ追 求 ス レバ原 腎 管 ハ次 第 ニ

Urodaeumニ 接 近 シ其 ノ管 腔 ハ著 シク背 方 ニ擴大

シ遂 ニUrodaeumノ 外 側壁 ニ開 ロ セ リ.此 原 腎管

ノ擴 大 セ ル部 分 ハ 腎芽 ノ初 徴 ニ シテ 將 來益 々發 育

伸 長 シテUretcrヲ 形 成 ス ル部 分 ナ リ.切 片 ヲ更 ニ

尾 方 ニ辿 レバUrodaeumハ 次 第 ニ縮 小 セ ハ1ノ ミ

ナ ラズFig.3. A.ニ 示 ス如 ク其 ノ背 壁 ニ缺 損 部 ヲ

見 ル.該 損 缺 部 ノ兩 端 ハ圓 ク, Mesenchymzellen

ハ 缺 損 部 ニ配 列 シ テ直 接 ニUrodaeumノ 内 腔 ニ

接 シ, MesenchymzellenハUrodaeumrumenノ

中 ニ進 入 セ ル モ ノア リ.即 チUrodaeumwandヲ

形 成 ス ルEpithelハ 退 化 シテFenestraヲ 形 成 シ

直 接 ニMesenchymニ 界 セ リ.尾 端 ノ斷 面 ニ於 テ

ハ 管腔 ヲ有 ス ルSchwanzdarm及 ビ之 ニ附 隨 セ ル

僅 ノPrimitivstreifenノReatヲ 認 ム. Schwanz

darmハ 尾 方半 バ 尚 ホ 管腔 ヲ有 ス ル モ總 排 泄腔 ニ

隣 ル部 分 ニ於 テハ 著 シク退 化 シ ツ ツ ア リ テ 其 ノ

Rumenヲ 消 失 シ テEpithelstrangト ナ リ主 トシ

テ 之 ニ沿 ヒテMesenzellenヲ 散 見 ス.

Fig. 3. (A)

胎 兒Nr. 114 Kloakenfenestraヲ 示 ス,擴 大 約500倍.

K. F.= Kloaken fenestra.Urod

.=Urodaeum.

Urod. w.=Uiodaeunwand.

模 型Flg. 3. B.ニ 就 テ 觀 察 ス ル ニUrudaeumハ
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Fig. 3. (B)

總 排 泄腔 模 型6(胎 兒Nr. 114)左 側 面 觀, 2/3縮 載.

S. K.=Schwanzknospe. N. K.=Nierenknope. K. F.= Kloakenfenestra.

Fig. 3. (C)

總 排 泄腔 模 型6(胎 兒Nr. 114)左 後 面 觀,(原 圖 大)
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前 階 梯 ト同 様 頭 方 ヨ リ後 腸 及 ビ尿 嚢 ノ移 行 セル 扁

平 嚢 ノ形 態 ヲ有 シ,本 階 梯 ニ 於 テ ハ 原腎 管 ノ開 口

セ ルUrodaeumノ 外 側壁 ハ 著 シ ク外 方 ニ膨 隆 シ

後 腸 ハ前 階 梯 ニ比 シ遙 ニ細 小 トナ リ,原 腎 管 ノ背

壁 ハUrodaeumニ 開 口 ス ル直 前 ニ於 テ 少 シ ク背

方 ニ膨 隆 シ腎 芽 ノ初 徴 ヲ呈 ス ル ニ 至 レ リ.尚 ホ

Urodaeumノ 背 壁 ニ於 テ ハFig.3. C.ニ 示 セル

如 クFenestraヲ 形 成 シ其 ノ邊 縁 ノ背 方 ノ一端 ニ

著 シ ク退 化 シ細 小 トナ レ ルSchwanzdarmノ 附 着

セ ル ヲ見,弓 状 ヲ ナ シテ尾 方 ニ走 リ尾 端 ニ至 ル ニ

從 テ擴 大 シ僅 ニPrimitivstreifenノ 附 普 セル ヲ認

ム(Fig.3. C).

第4階 梯

第1例　 胎 兒 番 號Nr. 9 G. L. 7.5mm原 節 數45

胎 兒 ノ外形 ハ 前 頭 部 ノ發 育 類 著 ニ シ テ中 腦 半 球

泡 状 ニ膨 出 シ初 メ,項 彎 曲 甚 シ ク額 部 ハ 躯 幹 ニ接

セ ン トス.肺 原 基 ハ 氣 管 分 岐 ヲ形 成 シ既 ニ著 シ ク

伸 長 シ,心,肝 原 基 ノ發育 著 明 ニ シテ,背 腹 兩膵

原 基 モ益 々發 育 シ,胃 原 基 ハ 僅 ニ左 側 ニ偏 シ,原

腎 ハ體 腔 ノ背 壁 ヨ リ腹 腔 ニ 隆起 シ,原 腎 小 管 ハ 僅

ニ 迂 曲 シテ 原 腎 ニ開 口 セル モ ノア リ.第30原 節 ノ

高 サ ニ於 ケ ル横 斷 面 ヲ見 ル ニ.原 腎 管 ハV. card.

 post.ノ 腹 方 ニ接 シ テ図 形 ノ管 腔 状 ヲ呈 シ,後 腸

ハAorta dorsal.ノ 腹 方 ニ背腹 ニ 長 キ管 腔 トシテ

認 メ其 ノ腹 方 ニAllantoisgangノ 圓 管 状 ノ斷 面

ヲ見 ル.尾 尖 ノ斷 面 ニ於 テ ハ 明 カ ニ管 腔 ヲ有 スル

Schwanzolarmノ 横 斷 面 ワ認 メ,其 ノ腹 壁 ニハ 尚

ホ 僅少 ナ ルPrimitivstreifenノRestヲ 認 ム.第

30原 節 ノ終 リ ノ高 サ ニ 於 テ 後 腸 及 ビ尿 嚢 ハUro

daeumニ 移行 シ.第31原 節 ノ初 メ ノ高 サ ニ於 テ

Uradaeumノ 腹 壁 ニKloakenmembranノ 癒 合 ヲ

認 ム.此 高 サ ニ於 テ ハSchwanzdarmハ 最 早管腔

ヲ有 ス ル コ ト無 ク,其 ノwand, Epithelノ 配 列 ハ

極 メテ 不規 則 ニ シテ著 明 ニ退 化 シ ツ ツ在 リ.原 腎

管 ハ 第32原 節 ノ高 サ ニ 於 テUrodaeumノ 外 側 壁

ノ中央 ニ開 ロ シ,前 例 ト同 様 ノ腎 芽 ノ初 徴 ヲ認 メ

タ.リ 切 片 ヲ尾 方 ニ辿 レバUrodaeumハ 次 第 ニ縮

小 シ, Schwanzdarmハ 退 化 シUrodaeumヨ リ遊

離 シ總 排 泄腔 トノ關 係 ハ 全 ク解 消 セ リ.

模 型Fig.4. A.ニ 就 テ 觀 察 スル ニ大 體 ノ形 態

ハNr. 114ト變 ル所 無 シ ト雖 モSchwanzdarmハ

輕 クUrodaeumヨ リ離 レ,  Primitivstreifenノ

Restモ 更 ニ退 化 シ テ 尾 尖 ニ近 ク僅 ニ之 ヲ示 セル

ニ過 ギ ズ.

Fig.4. (A)

總 排 泄 腔 模 型7(胎 兒Nr. 9)左 側 面 觀, 2/3縮 載.
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第2例　 胎 兒番 號Nr. 120 G. L. 6.6mm原 節 數47

本 例 ハ 前 例(Nr. 9)ヨ リ2原 節 ヲ増 加 シ孵卵 時

数ハ8時 間 古 キ 縦 斷 セ シ胎 兒 ニ シ テ,外 形 及 ビ一

般 發育 状 態 ハ殆 ド大 差 無 シ. Schwallzdarmノ 退

化 状 態 ノ觀 察 ニ便 ナ ル爲 特 ニ記 載 セ ルモ ノナ リ.

Fig. 4. (B)

胎 兒Nr. 120尾 尖 縦斷 面,擴 大 約100倍.

Ch.=Chorde dorsalis. R=Ruekenmark (Nervenrohr). S. D.=Schwanzdarm.

Fig. 4. (C)

胎兒Nr. 120尾 尖 縦 斷 面,擴 大 約100倍.

L. Z.=Phagocyten. S. K.=Schwadzknospe. U. S.=Ursegment.

即 チFig. 4. B.ニ 示 ス如 ク,最 モ 背 方 ニ神 經 管其
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ノ腹 方 ニchorda dorsal.次 ニA. candal,最 モ腹

方 ニSchwanzdarmヲ 認 メ,尾 端 ハ何 レモ濃 染 セ

ルSchwanzknospeノ 組 織 ニ融 合 セ リ. Schwanz

darmノ 腹 壁 ニ ハ僅 少 ナ ガ ラPrimitivstreiftenノ

Restヲ 見Schwanzknospeト ノ區 別 ハ困 難 ナ リ.

 schwanzdarmハ 著 シ ク退 化 シ 第40原 節 ノ高 サ

迄 退 化 消 失 シ,其 ノ退 化 セ シ徑路 ニ沿 ヒ或 ハ退 化

シ ツ ツ在 ル端 ニ於 テFig. 4. C.ニ 示 ス如 ク數 多 ノ

Phagoeyten(Liesenzellen)ノ 存 在 ヲ認 ム.

第5階 梯

第1例　 胎 兒 番號Nr. 14 G. L. 8.3㎜ 原 節 數50

胎 兒 ハ頂 屈 曲 及 ビ 背 彎 曲著 シ ク尾 端 ハ 強 ク内 飜

シ テ頭 部 ト相 接 セ ン トス.大 腦 半 球殊 ニ中腦 ノ膨

隆 著 シ ク,上 下 兩 肢 ハ 共 ニ胆 側 壁 ヨ リ僅 ニ隆起 セ

リ.氣 管 分岐 ハ 前階 梯 ヨ リ更 ニ發 育 シ,心,肝 原

基 著 シ ク發 育 シLebertrabekelノ 發 育 著 明 ニ シテ

背 部膵 原 基 ハ 既 ニ腺 嚢 化 セ ン トシ,胃 原 基 ハ 左 側

ニ偏 シ,原 腎 ハ 益 々 體腔 中 ニ膨 隆 シ テ發育 シ,原

腎 小 管 ハ原 腎 管 ニ開 口 セ リ.

總 排 泄 腔 ノ部 分 ヲ見 ル ニ,尾 端 ノ著 シ ク捲上 内

飜 セ ル爲 メ一 視 野 中 ニ3箇 所Ruckenmarkノ 斷

面 ヲ認 メ最 モ尾 尖 ノ斷 面 ニ於 テ ハ尚 ホSchwanz

darmノ 残 基 ヲ認 メ其 ノ長 サ ハ約80μ ニ シテ尾 尖

ノ部 分 ニ於 テ ハ 僅 ニ管腔 ヲ有 ス. Primitivstreifen

ハ 全 ク退 化 消失 セ リ.腸 原 基 ニ於 テ ハ其 ノ壁著 シ

ク肥 厚 シ其 ノ管 腔 ハ前 階 梯 ニ比 シテ極 メ テ縮 小 シ

殆 ドsolidノStrangヲ ナ シ,爲 メ ニUrdaeum

トハ 僅 カ ニ小 間 隙 ヲ以 テ交 通 ス ル ニ過 ギ ズ.尚 ホ

Blinddarmanlageヲ 認 ム.原 腎 管 ノ開 口 セ ル部分

ニ於 ケルUrodaeumノ 外 側壁 ハ著 シク外 方 ニ膨

隆 シ原 腎 管 ヨ リ發生 セ シNierenknospeハ 背 側頭

方 ニ發 育 シ テNierengangヲ 形 成 セ リ.

Fig. 5. (A)

總 排 泄腔 模 型8(胎 兒Nr. 14)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

B. D.=Blinddarmanlage. a.= Dorsaldivertikel. U.= Ureteranlage.

模 型Fig.5. A.ニ 就 テ觀 察 ス ル ニBlinddar

manlageハ 腸 原 基 ノ外 側壁 ヨ リ左 右 相 對 的 ニ發 生

シ,後 腸 ハ背 方 ヨ リUrodaeumニ 移 行 シ,尿 嚢 管
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ハ頭 方 ヨ リUrodaeumニ 移 行 シ其 ノ内腔 ハ廣 ク

之 ト交 通 セ リ.原 腎 管 ハ 著 シ ク左右 ニ扁 平 ニ シテ

頭 方 ヨ リ尾 方 ニ走 リ急 ニ 内屈 シテUrodaeumニ

開 口 シ此 部 分 ハ 著 シク擴 大 セ リ.原 腎 管 ノ屈 曲 部

ヨ リ尾 方 ニ發 生 セ シNierenknospeハ 背側 頭 方 ニ

發 育 シテNierengangヲ 形 成 セ リ. Urodaeumノ

背壁 ニ於 テ其 ノgekruummter Fortsatzニ 近 ク

一 ツノ突 起 ヲ示 セ リ.余 ハ之 ヲBoyden氏 ノ先 例

ニ做 ヒテDivertikel(a)ト シ テ記 述 セ リ(Nr. 10

ニ於 テハ 最 モ著 明 ニDivertikel(a)ヲ 見 タレ共 遺

憾 ナ ガ ラ切片 ニ 龜 裂 ア リシ爲 メ除 外 セ リ)

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 13 G. L. 8.5mm

胎 兒 ノ發 生 概 況 ハ 前 例(Nr. 14)ト 全 ク同 一階

梯 ニ ア ル ヲ以 テ其 ノ記 載 ヲ省 略 シ直 チ ニ模 型 ニ就

テ 總 排 泄 腔 ノ形 態 特 ニDivertikelノ 發 生 ヲ記 述

ス.前 ニ於 テ示 シ タルDivertikel(a)ハ 本 例 ニ

於 テ モFig.5. B.ニ 見 ル如 ク全 ク同 一 ノ部 位 ニ發

生 セ リ.而 シテ左 右原 腎 管 ノ開 口 部 ノ高 サ ニ於 テ

Urodaeumノ 背 壁 ニハ 第2ノDivertikel(b)及 ビ

其 ノ少 シ ク頭 方 ニ第3ノDivertikel(b)ノ 發 生 ヲ

見 ル. Divertikel bハ(a)及 ビ(c)ニ 比 シテ遙 ニ

良 ク發 育 セ リ.

Fig. 5. (B)

總 排 泄 腔 模 型9(胎 兒Nr. 13)縦 断 圖.

a, b, c=Dorsaldivertikel.

 Urod.=Urodaeum.

第3例　 胎 兒 番 號Nr. 19 G. L. 7.8mm

一 般 臓 器 ノ發生 状態 ハ前2例 ト同 様 ナ リ.尿 嚢

管 ハ 多 少 背 腹 ニ扁 平 ニ シテ, Urodaeumハ 強 ク左

右 ヨ リ壓迫 サ レ シ如 ク扁 平 ナ ル嚢 状 ヲ呈 シ,原 腎

管 ノ開 口部 ハ 著 シ ク膨 隆 擴 大 シ此部 分 ヨ リ尿 嚢 管

ニ向 テUrodaeumノ 外 側 壁 ハ 堤 状 ニ膨 隆 セ リ. 

Fig. 5. C.ニ 見 ル如 クDivertikel(a)ハ 前 例 ヨ リ

モ頭 方 ニ移 動 シ, (c)ハ 著 明 ナ ラズ.

Fig. 5. (C)

總 排 泄腔 模 型10(胎 兒Nr. 19)縦 斷 圖.

第6階 梯

第1例　 胎兒番號Nr. 20 G. L. 9.8㎜

胎兒外形ハ中腦半球泡状 ト化 シ,背 部彎曲モ著

シク額部ハ腹部ニ接 シ尾端ハ強 ク内飜シ,前 後兩

肢共ニ體側面ニ小隆起 トシテ認ム.

肺原基ニ於テハEntobronchi 1ヲ 發生シ,心,

肝 原基益々膨大ニ發育 シ,膵 原基ハ腺嚢化 シ,尚

ホ脾原ノ發育ヲ見ル.原 腎著 シク發育 シ原腎小管
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ハ 益 々屈 曲 シ テ原 腎 管 ニ開 口 セ リ. Mullerscher

 Gangハ 漸 ク漏 斗 形 成 ヲ完 了 セ リ.腸 原 基 ニ於 テ

ハ,盲 腸 原 基 ハ前 階 梯 ヨ リ著 シ ク發 育 伸 長 セ リ.

後 腎 原 基 ハ 既 ニUreter及 ビNierenbeekenヲ 區

別 シ得 ル ニ至 リ頭 端 ハA. iliac. comm.ノ 少 シ ク

頭 方 ニ逹 セ リ.

A. iliac. comm.ノ 高 サ ニ於 ケ ル横 斷 面 ヲ見 ル

ニV. card. post.ノ 背 側 内 方 ニ於 テ其 ノwandニ

接 シテNierenbeckenノ 原 基 ヲ認 メ,原 腎 隆起 ノ

外 側 壁 ニ接 シ テ原 腎 管 ノ細 長 キ管 腔 状 ノ斷 面 ヲ認

ム.後 腸 ハAorta dorsal.ノ 腹 方 ニ 在 リ テ 厚 キ

wandヲ 有 シ,僅 ニ間 隙 状 ノ内腔 ヲ有 シ其 ノ腹 方

ニ尿 嚢 管 ノ斷 面9認 メ,更 ニ腹 側 少 シ外 方 ニ於 テ

A. umbrical.ヲ 認 メ, A. iliac. comm.ニ 連 續 ス.

尿 嚢 管 ハ頭 方 ヨ リUrodaeumニ 移 行 シ此 部 分 ニ

於 テ ハUrodaeumlノ 横 斷 像 ハ 略 ボ四 角 形 ノ管腔

状 ヲ呈 シ尾 方 ニ 至 ル ニ從 テ腹 方 ノ部 分 ハ 左 右 ヨ リ

壓 縮 ヲ被 リ, Kloakenmembranノ 融 合 セル 部分

ハUrodaeumlumenハ 著 シ ク退化 シUrodaeal

membranヲ 形 成 セ リ.左 右 原腎 管 ノ開 口部 ニ於

テ ハUrodaeumlumenハ 廣 ク外 方 ニ伸 展 シ其 ノ

内腔 ノ最 モ廣 キ部 分 ヲ爲 ス.

Fig. 6. (A)

總 排 泄腔 模 型11(胎 兒Nr. 20)左 側 面觀, 1/2縮 載.

U.=Ureter. 

N. B.= Nierenbecken. 

A. i. c.=A. iliac. comm.

模 型Fig. 6. A,ニ 就 テ見 ル ニ,尿 嚢 管 ハ 背腹 ニ

壓 平 セ ラ レ シ形 態 ヲ撮 リ頭 方 ヨ リUrodaeumニ

移 行 シ後 腸 ハ 背 方 ヨ リUrodaeumニ 入 ル.原 腎 管

ノ末端 ハ 著 シ ク擴 大 シ此 部 分 ヨ リ尿 嚢 管 ニ 向 テ 走

レル堤 状 ノ膨 隆 ヲ見 ル.輸 尿 管 ハ原 腎 管 ノ尾 方 背

側 壁 ニ開 口 シ頭 端 ハA. iliac. comm.ノ 頭 方 ニ建

セ リ. Urodaeumノ 背 側 壁 ニ於 テハFig.6. B.ニ

示 ス如 クDivertikel(a), (b), (c)ノ 發 生 ヲ見

(a)ハ 前 階 梯 ニ比 シ著 シ ク頭 方 ニ移 動 シ(c)ハ 極

メテ輕 度 ニ膨 隆 セ ル ノ ミ.
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第2例　 胎兒 番 號Nr. 21 

G. L. 12mm

胎 兒 外形 ハ 第1例(Nr. 20)ト

殆 ド同 様 ナ レ共,諸 器 ノ發 生 状 態

ハ 更 ニ進 展 シ肺 原 基 ニ於 テ ハ數 多

ノ氣管 分 岐 ヲ示 シ,肝 原 基 ノ強 キ

發 育 ノ爲 メ胃 原 基 ハ益 々左 側 ニ偏

在 ス ル ニ 至 レ リ. Muller'scher

 Gangハ 管 腔 ヲ形 成 シテ 既 ニ尾 方

ニ伸長 セ リ.後 腎 原 基 ノ頭 端 ハ第

29原 節 ノ高 サ ニ達 セ リ.

總排 泄腔 ノ部 分 ニ於 ケ ル 切片 ヲ

見 ルニ尿 嚢 管 ハ 厚 キ壁 ヲ有 ス ル稍

左 右 ニ長 キ管 腔 状 ヲ呈 シ第33原 節

ノ高 サ ニ於 テ徐 々 ニ擴 大 シテUrodaeum

ニ移 行 セル タ メ此 部分 ノUrodaeumlumenハ 外

方 ニ膨 出 セ リ.後 腸 ハ 圓 形 ノ横 斷 面 ヲ示 シ僅 ニ線

状 ヲナ セ ル管腔 ヲ有 シ,第34原 節 ノ高 サ ニ於 テ

Urodaeumニ 移 行 ス.第35原 節 ノ高 サ ニ至 レ バ

Urodaeumノ 背 方 部 ノ外 側 壁 ハ 外 方 ニ 著 シ ク膨

隆 シテ原 腎 管 ト廣 ク交 通 シ腹 方 ノ部 分 ハ充 實 シテ

Urodaealmembranヲ 形 成 セ リ.

Fig. 6. (B)

總 排 泄 腔 模 型12(胎 兒Nr. 21)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

Fig. 6. (C)

總 排 泄腔 模 型11(胎 兒Nr. 20)縦 斷 圖.

U. M.=Urodaealmembran. 

K. M.= Kloakenmembran. 

a, b, c=Dorsaldivertikel.

模 型Fig. 6. C.ニ 就 テ觀 察 ス ル ニ,尿 嚢 管 ニ移

行 ス ル部 分 ノUrodaeumノ 左 右 兩 側 壁 ハ 外 方 ニ

膨 隆 シ原 腎 管 ノ開 口部 ハ更 ニ 著 明 ニ 擴 大 セ ル ノ

ミナ ラ ズ兩 部 ヲ連 ラ ヌル輕 度 ノ堤 状 膨 隆 ヲ認 ム.

 Urodaeumノ 背 壁 ニ於 テ ハFig. 6. Cニ 見 ル如
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クDibertikel(a)及 ビ著 明 ニ發 育 セ ル(b)前 例 ヨ

リモ良 ク發 育 セ ル(c)ヲ 認 ム.輸 尿 管 ハ 原 腎 管 ノ

背 壁 ニ於 テ前 階 梯 ヨ リモUrodaeumニ 近 ク開 口

セ リ.

第7階 梯

第1例　 胎 兒 番 號Nr. 23 G. L. 10.0mm

胎 兒 ノ外 形 著 シク發 育 シ頸 部 ハ躯 幹 ニ封 シテ獨

立 ノ部 位 ヲ形 成 シ前 後 兩 肢 ノ發 育 モ前 階 梯 ニ比 シ

テ 一 層 進 展 セ リ.

第29原 節 ノ高 サ ニ 於 テ 後 腸 ノ腹 方 ニ凹 面 ヲ背

方 ニ 向 ケ タル 弓 状 ノ横 斷 面 ヲ有 ス ル尿 嚢 ヲ認 メ,

其 ノ腹 方 ニ左 右 ニ相 並 ビ テA. umblieal.ノ 横 斷 面

ヲ見 ル.而 シテ 其 ノ右 側 ノモ ノハ 左 側 ニ比 シテ 遙

カ ニ細 小 ニ シ テ 約1/3ノ 大 サ ヲ有 ス ル ニ過 ギ ズ.

Urodaeumノ 頭 方 ノ部 分 ハ 尿 嚢 管 ノ移 行 部 ニ於

テ ハ 其 ノ内腔 廣 ク尾 方 ニ 進 ム ニ 從 テ 其 ノ 外 側 壁

ハ 左 右 ヨ リ壓 迫 ヲ被 リ左 右兩 壁 ハ相 合 シテ充 實 シ

Urodaelmembranヲ 形 成 セ ル モ未 ダ所 々 ニ間隙

ヲ 残 セ リ.斯 クUrodaeumハ 著 シク左 右 ヨ リ壓

迫 セ ラ レ タ リ ト雖 モ背 壁 ニ近 キ部 分 ニ於 テ ハ 外方

ニ膨 隆 セ ル廣 キ内 腔 ヲ有 シ殊 ニ原 腎 管 ノ開 口 部ハ

強 ク外 方 ニ膨 出 セル ハ 前 階 梯 ト同 様 ナ リ.單 ニ横

溝 トシテ 存 在 セ シ肛 門 部 ハKloakenmembranノ

沈 降 ニ依 リGadow氏 ノ所 謂Proctodaeumヲ 形

成 シ漏 斗 状 ヲ呈 スル ニ 至 レ リ.後 腸 ハ小 間 隙 ヲ以

テUrodaeumト 交 通 シ, Urodaealmembranノ 中

ニ ハ多 數 ノVacuolenヲ 形 成 シ殊 ニ其 ノ背 方部 ニ
,

著 明 ニ シテBursa Fabriciiノ 初徴 ヲ示 ス.

Fig. 7. (A)

總 排 泄 腔 模 型13(胎 兒Nr. 23)左 側 面 觀, 1/4縮 載.

D.=Darmanlage. Proct.=Proctodaeum. A.i.c.=A. iliaca communis. 

a=Dorsaldivertikel.

模 型Fig.7. A.ニ 就 テ觀 察 ス ル ニ尿 嚢 管 ハ腹

側 壁 ニ於 テ 縦 溝 ヲ有 シ 頭 方 ヨ リUrodaeumニ

移 行 シ,原 腎 管 ノ末 端 ノ開 口部 ハ著 シ ク擴 張 シコ

ノ部分 ヨ リ尿 嚢 管 ニ 向 ヒ テ外 側 壁 ハ益 々膨 隆 シ,

 Kloakenmembranハ 沈 降 シ テProctodaeumヲ
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作 レ リ.從 テProctodaeum及 ビ原 腎 管 ヨ リ尿 嚢

管 ニ走 レル膨 隆 ヲ除 ク他 ハKloakeハ 極 メテ 左右

ニ扁 平 ニ シ テ,前 階 梯 ニ於 テ 記 述 シ タルDorsaldi

vertikel(a)及 ビ(c)ハ 頗 ル 不 明 瞭 ニ シテ(b)ハ

之 ヲ認 メズ.尚 ホProctodaeumヨ リ頭 方 ニ連 續

セル外 胚 葉 即 チorale AfterlippeハProctodaeu

mニ近 ク僅 ニ膨 隆 シ將 來Phallusanlageヲ 形 成 ス ル

モ ノ トス.輸 尿 管 ハ原 腎 管 トUrodaeumノ 移 行

部 ノ直 前 ニ於 テ 原 腎 管 ノ背 壁 ニ開 口 シ頭 端 ハA. 

iliac. comm.ノ 遙 カ頭 方 ニ達 セ リ.

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 125 G. L. 14.O㎜

胎兒 ノ外 形 ハ 第1例(Nr. 23)ト 大差 無 ク一般

臓 器 ノ發 生 概 況 ハ前 階 梯 ヨ リ益 々進 展 セ リ.

弓 状 ヲ呈 セ ル尿 嚢 管 ノ横斷 面 ノ背 方 ニ於 テ 僅 ニ

管腔 ヲ有 スル後 腸 ノ斷 面 ヲ認 メ腹 方 ニ於 テ 左 右 ニ

相 並 ビテA. umblicalヲ 認 ム.原 腎 管 ハV. card.

 post.ノ 背 方 ヲ尾 方 ニ走 リUrodaeumノ 外 側 壁 背

方 ニ達 シテ 開 口 シ,後 腎 原 基 ハV. card. post.ノ

背 方 ニ於 テ原 腎 管 ト平 行 シ テ尾 方 ニ走 リ原 腎 管 ト

Urodaeumノ 移 行 部 ノ直 前 ニ 於 テ 原腎 管 ノ背 壁 ニ

開 口 セ リ. Urodaeumノ 頭 方 部 分 ハ 長 方 形 ニ近 キ

管 腔 状 ヲ呈 シ尾 方 ニ進 ム ニ從 テKloakenmembran

ニ 接 スル 部 分 ハUrodaealmembranト シテsolid

ノEpithelplatt卜 ナ リ背 方 部 ノ左 右 兩 外 側 壁 ノ ミ

ハ 外 方 ニ膨 隆 シテ廣 キ 内腔 ヲ作 リ原 腎 管 ノ開 口部

ニ於 テ最 モ廣 ク外 方 ニ 伸 展 セ リ.後 腸 ハ背 方 ヨ リ

Urodaeumニ 移 行 シ切 片 ニ於 テ ハ縦 斷 面 トシテ認

メ僅 ニ間 隙 状 ヲナ シテUrodaeumn卜 交通 セ リ.

 Urodaealmembranノ 中 ニ ハ第1例 ト同 様 ニ多 數

ノVacuodenヲ 形 成 シ殊 ニ尾 方 ノ部 分 ニ於 テ著 シ

クBursaノ 初 徴 トシテ認 メラ ル. candale After

lippeニ 續 クUrodaeumノgekrumter Fortsatz

及 ビDivertikel(a)及 ビ(c)ノ 中 ニ モ 亦Vacuolen

ノ成 生 ヲ認 ム.

模 型Fig. 7. B.ニ 就 テ觀 ル ニA. iliac. comm.

ハ左 側 ハ 右 側 ニ比 シテ頗 ル太 ク,腹 方 ニ走 リ尿 嚢

ノ腹 側 ニ出 デA umblicalisト シテ頭 方 ニ走 レ リ.

原 腎 管 ハUrodaeumノ 外 壁 背 方 ニ於 テ 之 ニ開 口

シ此 部 分 ハ 著 シ ク膨 隆 セ ル コ ト前 階 梯 ニ同 ジ.

Fig. 7. (B)

總 排 泄 腔 模 型14(胎 兒Nr. 125)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

a, b=Dorsaldivertikel. A. u.=A. umblicalis. Ph.=Phallusanlage. Sch.=kchwanz.

後 腎 原 基 ハA. iliac. comm.ニ 依 リ上 部,中 間
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,

部 及 ビ下 部 ノ3部 分 ニ區 別 サ レ尾 方 ハ輸 尿 管原 基

トシテ 原 腎 管 ノ末 端 背 壁 ニ於 テUrodaeumニ 極

メ テ 近 ク開 口 セ リ. Urodaeumノ 背 方部 ハ 外方 ニ

膨 隆 シテ 原 腎 管 ノ開 口部 ト尿 嚢 管 ノ間 ニ廣 キ通 絡

ヲ形 成 セ ル コ ト第1例 ニ同 ジ, Urodaeumノ 背 壁

ニ於 テ ハDivertikel(a)ノ 發 生 ヲ見 ,其 ノ頭 方 ニ

之 ト相 並 ビ テ(b)ノ 發 生 ヲ見 ル,更 ニ頭 方 腸原 基

ノ移 行 部 ノ尾 方 ニ 於 テ(c)ノ 發 生 ヲ見 ル コ ト第1

例 ニ同 ジ.本 例 ニ於 テハ 模 型 右 側 面 観Fig.7. C

ニ見 ル如 クDivertikel(b)ノ 根 部 ノ右 側 ニ於 テ外

方 ニ膨 出 セ ル第4ノDivertikel(d)(Lateraldi

vertikel)ヲ 發生 シ其 ノ尖 端 ハ原 腎 管 ノ吻 合 部 ノ憩

室 様 擴 大 ニ癒 着 セル ヲ見 ル. orale Afterlippeハ

Proctodaeumニ 近 ク僅 ニ腹 方 ニ膨 隆 シ テPhallus

hockerヲ 形 成 セ リ.

Fig.7. (C)

總 排 泄 腔 模 型14(胎 兒Nr. 125)右 側 面 觀, 2/3縮 載.

a,b=Dorsaldivertikel. 

d=Lateraldivertikel.

第3例　 胎 兒 番Nr. 22 G. L. 15.0mm

胎 兒 ノ外 形 ハ第1例(Nr. 23)ト 略 ボ同 様 ナ レ

共 頸 部 ハ益 々判 然 タル部 分 ヲ形 成 シ,前 肢 ハ 屈 曲

シ後 肢 又著 シ ク伸長 セ リ.

肺 原 基 ニ於 テ ハ氣 管 支 益 々分 岐 シ,心,肝,脾

臓 等 ノ諸 原 基膨 大 ナ ル發 育 ヲ遂 ゲ,原 腎 ハ腹 腔 ニ

充 満 シ血 管 分 布著 シ ク, Muller'scher Gang

ハ益 々尾 方 ニ 發 育 伸 長 シ,後 腎 原 基 ニ於 テハSam

melrohrノ 發 生 ヲ見 ル.

切 片 ニ就 テKloakeノ 部 分 ヲ 観 ル ニAorta

　 dorsal.ハ 第31原 節 ノ高 サ ニ於 テA.　 iliac.　comm.

ヲ分 岐 シテ 腹 方 ニ走 りA. umblic.ト ナ リテ尿 嚢

管 ノ腹 方 ニ 出 デ 頭 方 ニ 走 ル.尿 嚢 管 ノ腹 方 ニ

Urodaeum腹 方 部 ノ斷 面 ヲ認 メ廣 キ内腔 ヲ有 シ腹

側 ハKloakenmembranト 融 合 セ リ.切 片 ヲ尾 方

ニ追 求 ス レ バ尿 嚢管 ハUrodaeumニ 合 シ廣 ク之

ト交 通 シ,更 ニ尾 方 ニ於 テ ハ 左 有兩 壁 ハ相 合 シテ

Urodacalmembranヲ 形 成 セ ル ツ以 テUroaeu

mlnmenハ 縮 小 セ ルモ,原 腎 管 ノ開 口部 ヨ リ尿 嚢

管 ニ至 ル通 絡 ハ外 方 ニ膨 出 シ テ廣 キ内腔 ヲ有 ス.

從 テ 切片 ノ斷 面 ニ於 テハUrodaeumノ 内腔 ハ左

右 ニ細 長 キ管 腔 状 ヲ呈 シ,腹 方 ノ充 實 セ ル部 分 ハ

之 ニT字 形 ヲナ シテ移 行 セ リ, Enddarmハ 細 小

ナ ル 管腔 ヲ以 テUrodaeumノ 内腔 卜交通 ス.

Urodaeumノ 充 實 セル 部 分,即 チUrodaealmem

branノ 中 ニハ 縦 列 ヲナ シテ 大 小 多 数 ノVacnolen

ヲ形 成 シ此 部 分 ハBursa Fabriciiノ 原 基 ニ シテ

益 々背 方 ニ發 育 ス ル モ ノ 卜ス.
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模 型Fig.7. D及 ビEニ 就 テ見 ル ニ左 側A. iliac.

 comm.ハ 著 シ ク太 ク腎 盂 原 基 ハ左 右 共 ニ2裂 葉

ニ分 タ レ輸 尿 管 ハ 益 々Urodaeumニ 向 テ移 動 シ

原 腎 管 トUrodaeumノ 境 ニ於 テ其 ノ背 壁 ニ開 口 セ

リ.尿 嚢 管 ノ腹 壁 ハ溝 状 ヲ呈 シテUrodaeumニ 移

行 シ原 腎 管 ノ開 口部 ノ憩 室 様 擴 大 卜ノ間 ノ膨 隆 ハ

益 々顯 著 卜ナ レ リ. ProctodacumハEetodermei

nstulpungト シ テ更 ニ 深 ク陥 沒 セ リ. Urodaeum

ノ背 壁 ニ於 テ ハDivrtikel(a)及 ビ(c)ノ 發 生 ヲ見

レ共(c)ハ 左 右 原腎 管 末 端 部 ノ擴 大 ニ合 流 セ シ タ

メ著 明 ナ ラ ズ.即 チ(c)ノ 部 分 ハ兩 側輸 尿 管 ノ移

動 シ來 レル ヲ以 テ一般 ニ背 方 ニ膨 隆 シ,後 ニ述 ブ

ルUrogenitaltascheニ 發 育 ス ル初 徴 ナ リ.

Fig. 7. (D)

總 排 泄 腔 模 型15(胎 兒Nr. 22)左 側 面觀, 1/2縮 載.

Fig. 7. (E)模 型15縦 斷 圖

a, c=Dorsaldlivertikel. 

B. F.=Bursa Fahricii. 

Proct.=Proctodaeum.
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第8階 梯

第1例　 胎 兒番 號Nr. 127 G. L. 14.0mm

胎 兒 ノ外 形 ハ中腦 半 球 ノ膨 隆 殆 ド相 等 シ ク頭 部

ハ躯 幹 ニ接 セ ン トシ,前 後 兩肢 著 シク伸 長 シ僅 ニ

嘴 ノ發生 ヲ認 ム.内 臓 諸 原 基 ハ前 階 梯 ヨ リ更 ニ發

育 シ,原 腎 ハ退 化 セ ン トス.

左 側 ノA. iliac. comm.ハ 右 側 ニ比 シ テ著 シク

大 ナ ル管 腔 状 ヲ呈 シテ 何 レモ尿 嚢 管 ノ腹 方 ニ出 デ

頭 方 ニ 走 レ リ. Urodaeumノ 腹 方 部 及 ビ外 側 ニ膨

隆 セ ル背 方 ノ部 分 ハ廣 キ 内腔 ヲ有 ス ルモ,其 ノ他

ノ部 分 ハ充 實 シテ 内腔 ヲ有 セス,唯Proctodaeum

ノ腔 ニ連 續 スル 部分 ハEpithelplatteノ 内 ニ多 數

ノ空 泡 ヲ有 シBursa Fabriciiノ 原 基 ヲナ シ模 型

8. A.ニ 於 テ モ多 少 背 尾 方 向 ニ膨 隆 セ シ觀 ヲ呈 ス.

原 腎 管 ノ吻 合 部 ハ著 シ ク外 方 ニ膨 出 擴 大 シ憩室 状

ヲ呈 シ,輪 輪 尿 管 ハUrodaeumノ 背壁 ニ於 テ 原

腎 管 ヨ リ遙 カニ 内 方 ニ開 口セ リ.後 腸 ハ 背 方 ヨ リ

Urodaeumハ ニ 移 行 シ 極 メテ 小 ナ ル管 腔 ヲ以 テ

Urodaeumノ 内腔 ト交 通 ス. Proctodaeumハ 嚢

状 ニ陥 沒 シテ 漏 斗状 ヲ呈 シorale Afterlippeハ 其

ノ入 口 部 ニ於 テ 球状ニ 膨 出 シテPhallusanlageト

シテ前 階 梯 ヨ リ遙 ニ強 ク膨 隆 セ リ.　Urodaeumノ

背 壁 ニ生 ズ ルDivertikelハ 本 例 ニ於 テ ハ(a)ハ 不

明 瞭 ナ レ共(b)ハ 著 シク發 育 シ前 階 梯 卜同 一 位 置

ヲ占 メ, (c)モ 明 カニ 之 ヲ認 ム ル コ トヲ得.

Fig. 8. (A)

總 排 泄腔 模 型16(胎 兒Nr. 127)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 25 G. L. 18. 5

中腦,半 球 ノ膨 隆 殆 ド相 等 シ ク躯 幹 ノ發 育 著 シ

ク頭 部 ハ直 立 ス ル ニ 至 リ.前 肢 ハ指 線 ヲ示 シ後 肢

モ 亦 蹠 線 ヲ表 シ軟 骨 性 ノ脊 椎,肋 骨 及 ビ胸 骨 ノ發

生 ヲ見 ル.原 腎 ハ退 化 シ ツ ツ在 レ共 後 腎 原 基 ハ著

シ ク集 合 管 ノ分 岐 ヲ認 ム.

總 排 泄腔 ヲ観 察 ス ル ニUrodaeamハ 強 ク外側

ヨ リ壓迫 ヲ受 ケ テ極 メ テ扁 平 ニ シテsolide Zone

ハ 幅 員 ヲ増 加 セ ル ニ反 シ内腔 ハ縮 小 シ,獨 リ左 右

ノUrogenitalgangノ 開 口部 及 ビ該 部 ヨ リ尿 嚢管

ニ至 ル外 側 壁 ハ 益 々膨 出 シテ 後 腸 ノ移 行 部 ヲ皿状

ヲ ナ シ テ園 メ リ.後 腸 ハ 縦 走 セル線 状 ノ内腔 ヲ以

テUrodaeumト 辛 ウ ジテ交 通 ヲ保 テ リ. solide

 Zoneノ 背 方 部 ハ 大 小 多 數 ノVacuolenヲ 有 シテ

背 方 ニ發 育 シBarsa Fabriciiノ 原 基 ヲナ シ其 ノ周

邊 ニハ 細胞 ノ密 集 シ初 メ タル ヲ認 メ, Muller'scher

 GangハUrogenitaltascheノ 背 壁 ニ接 セ ン トス.
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Fig. 8. (B)

總 排 泄腔 模 型17(胎 兒Nr. 25)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

Fig. 8. (C)

總 排 泄腔 模 型17(胎 児Nr. 25)後 面 觀.

U. M.=Urodaealmembran. U. G. T.=Urogenitaltasche. Ph.=Phallusanlage.77
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模 型Fig.8. B.及 ビ8. C.ニ 就 テ見 ル ニUro

daeumハ 尿 嚢 管 ト共 ニ 後 腸 ノ移 行 部 ヲ皿状 ニ 圍

ミテ 背 方 ハUrogenitaltascheヲ 形 成 シ,嚢 状 ニ膨

隆 セ ルUrodaeumノ 外 側 壁 背 方 ニ於 テ 原 腎 管 ノ

開 口 ヲ示 シ,其 ノ内 側 ニMuller'scher Gangノ 接

着 セ ン トセ ル ヲ認 メ, Urogenitaltascheノ 背 壁 内

方 ニ左 右輸 尿 管 原 基 ノ開 口 ヲ見 前 階 梯 ニ比 シ著 シ

ク 内方 ニ 移動 セリ.之 等3封 ノUrogenitalgang

ノ中原 腎 管 ハ 最 モ太 クMuller'scher Gang之 ニ次

ギ輸 尿 管 ハ最 モ細 小 ナ リ.後 腸 ノ末 端部 ハ左 右 ニ

扁 平 卜ナ リ一直 線 ノ附 着 ヲ以 テUrodaeumニ 移

行 セ リ.縦 断 圖Fig. 8. D.ニ 於 テ 觀 察 シ得 ル如 ク

Urodaeumノ 背 方 部 分 ハ 著 シ ク背 方 ニ發 育 シ其 ノ

中 ニ多 数 ノVacuolenヲ 形 成 シBursa Fabricii

ノ原 基 卜シテ將 來益 々背 方 ニ發 育 ス ル モ ノ トス.

 Proctodaeumハ 漏 斗状 ヲ呈 シ テ陥 沒 シ強 クoro

 caudaler Richtungニ壓 縮 サ レ未 ダBureaFabricii

ノ内 腔 卜交 通 ス ル ニ至 ラ ズ.

Fig. 8. (D)

總 排 泄腔 模 型17縦 断 圖.

第9階 梯

胎 兒 番 號Nr. 77 G. L. 19.Omm

胎 兒 外 形 ハ 第1例(Nr. 25)ヨ リ更 ニ發 育 シ獨

立 セ ル 頸 部 ヲ有 シ,上 下 ノ嘴 ノ發 生 ヲ見,前 後 兩

肢 ハ指 線 或 ハ 蹠 線 ヲ示 シ,内 臓 諸 原 基 モ著 シク發

育 進 展 セ リ.

切 片 及 ビ模 型 ニ就 テ總 排 泄腔 ノ部 分 ヲ観 察 ス ル

ニ腸 管 周 邊 部 ハ 著 シ クEpithelノ 繁 生 ヲ示 シ充 實

シ テ 一直線 ノ附 着 ヲ以 テ 背方 ヨ リUrodaeumニ

移 行 シ既 ニ兩 者 ハ 内腔 ノ交 通 ヲ有 ス ル コ ト無 シ.

尿 嚢 管 ハ 頭 方 ヨ リ移 行 シ テUrodaeumノ 内腔 卜

交 通 ス.原 腎 管 ハUrodaeumノ 外 側 背 方 ヨ リ之

ニ開 口 シ,尿 嚢 管 ニ至 ル 部分 ハ 嚢状 ニ外 方 ニ膨 隆

シテ 兩 者 ノ間 ニ最 短 絡 ヲ以 テ通 路 ヲ形 成 シ,後 腸

ノ移 行 部 ヲ圍 ミテ膨 出 セ ル範 圍 以外 ノ部 分 ハ 充 實

シテUrodaealmembranヲ 形 成 セ リ. Muller'scher

 Gangハ 原 腎 管 ノ内 側 ニ於 テ 左 右何 レモUrogeni

taltascheノ 最 モ内 側 原 腎 管 ヨ リ 低 位 ニ 開 口 セ

リ. Bursa Fabriciiノ 原基 ハ 著 シ ク發 育 進 展 シ
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Urodaeumaヨ リ背 方 ニ長 ク 伸 長 シ頭 尾 方 向 ニ稍 扁

平 ナルTaschenformigニ シテ 頭 側 及 ビ尾 側 ニ縦 走

セ ルFalteヲ 有 シ,既 ニ其 ノ内 腔 ハProctodaeum

ニ開 通 セ リ.内 腔 ハ 概 シ テ頭 尾 方 向 ニ扁 平 ナ レ共

中央 部 ヨ リ終 端 ニ亙 リテ 其 ノ横 斷 面 ハ 十字 型 ノ内

腔 ヲ有 シ, Bursaノ 周 圍 殊 ニ背 方 部 ニ 於 テ ハ 細

胞 ノ密 集 シテ之 ヲ圍 ミ,密 集 セ ル 細 胞 ノ 周 邊 ハ

Scharfナ ラ ズ シテ 次 第 ニ鬆疎 ナ ルMesenchym

ニ 移 行 ス. orale AfterlippeハAnusノ 部 ニ於 テ

膨 隆 シPhollushockerヲ 形 成 ス.

Fig.9. (A)

總 排 泄 腔 模 型18(胎 兒Nr. 77)左 側 面 觀, 1/2縮 載.

Ant. L.=orale Afterlippe. Post. L.=caudare Afterlippe. Rect.=Rectum.

 U. G. T.= Urogenitaltasche.

Fig. 9. (B)

第10階 梯

第1例　 胎兒番號Nr. 128 G. L 39.7mm

胎兒 ノ外形ハ頸部著 シク伸長シ左右ニ動揺 シ得

ルニ至 リ,鼻 部尖端ニハ嘴 ノ形成 ヲ見 四肢ハ各

指端ニ分裂シ,軟 骨性 ノ骨格ヲ形成シ,體 表面ニ

於テハ羽毛乳頭 ノ發生ヲ認 メ殊ニ胚體 ノ後端ニ面

スル部分ニ於テ著 シク今ヤ鳥類 ノ諸徴候ヲ完備ス

ルニ至レリ.

心,肝,肺,脾.膵 等 ノ諸 原 基 ハ 著 シ ク發育 シ

各 固 有 ノ組 織 ニ進 化 シ ツ ツ在 リ.腺 胃 ニ於 テ ハ 多

數 ノ胃 腺 ノ形 成 ヲ認 メ.腸 管 ニ於 テ ハ滑平 筋 ノ著

明 ナ ル發 育 ヲ認 ム ル ノ ミナ ラ ズ粘膜 ノ縦皺 襞 ヲ形

成 セ リ.原 腎 ハ 已 ニ退 化 ノ途 上 ニ在 リテ後 腎 原 基

ニ於 テ ハ多 数 ノ細 尿 管 ノ發生 ヲ認 ム.

模 型Fig.10. A., B及 ビ縦 斷圖Fig.10. C.ヲ

切 片 ト封 照 シテ 觀察 スル ニ, Rectumノ 終 リ ノ部

分 ニ於 テ ハ 殆 ド固有 ノ管 腔 ヲ有 セ ス僅 ニ管 壁 ニ向

テ 放 線 状 ノ龜裂 ヲ有 ス ル ニ過 ギ ス且 側 面 ヨ リ見 ダ

ル外 形 ハ少 シク膨 大 シ3條 ノ大 ナ ルFalteヲ 形 成

シ, Urodaeumト ノ交 通 ヲ絶 チ,左 右 ニ扁 平 ニ シ

テ 一直 線 ノ附 着 ヲ以 テ背 方 ヨ リUrodaeumニ 移

行 セ リ. Urodaeumノ 外 側 ニ向 テ發 育 セ ル翼 状 ノ

膨 隆 ハ益 々顯 著 ニ シテUrogenitaltasche及 ビ尿

嚢 管 ト共 ニ 皿状 ヲ ナ シテRectumノ 附 着 部 ヲ取

圍 ミ,原 腎 管 ハ前 階梯 ヨ リモ尿 嚢 管 ニ接 近 セ リ.
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Fig. 10. (A)

總 排 泄腔 模 型19(胎 兒Nr. 128)左 側 面觀, 1/2縮 載.

B. s.=Bursastiel. Ph.=Phallusanlage. Proct.=Proctodaeum.

Fig. 10. (B)

模 型19尾 方 面 觀Phallusanlageヲ 示 ス.

Fig. 10. (C)

總 排 泄 腔 模 型19縦 斷 圖.

U. L.=Uralleiste. 

UG. T.=Urogenitaltasche.
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Urodaealmembranハ 再 ビ相 離 レテ 外 側 壁 ニFolte

ヲ形 成 シUrodaeum卜Proctodaeumノ 開 通 ス可

キ通 路 ヲ形 成 シ ツ ツ在 リ.輸 尿 管 原 基 ハ 益 々内 方

ニ 移動 シ,左 右 ノMuller'scher Gangハ 原 腎 管 ノ

開 口 セ ル 内側 ニ於 テUrogenitaltascheニ 接 近 セ

ルモ未 ダ之 ニ吻 合 ス ル ニ 至 ラズ.早 期 ニ 於 テ ハ 表

在 セ シProctodaeumニ 面 シ タルKloakenmem

branハ 今 ヤ 深 ク篏 入 セ ルProctodacemニ 面 ス

ル ニ至 リ, orale Afterlippeノ 膨 隆 シテ生 ジ タル

Rhallusanlageハ 益 々發 育 シ, Urodacumノsolide 

ZoneハUralleisteト シ テPhallushocherノ 中 ニ

延 長 シ尚 ホ其 ノ尖 端 ハ龍 骨 状 ニHockerノ 頭 方 ニ

伸 長 セ リ. Bursa Fabriciiノ 原 基 ハProctodaeum

ノ基 底 ヨ リ背 方 ニ發 育 シテ7條 ノ縦 走 セ ルFalte

ヲ有 スル梨 子状 ヲ呈 シ, Proetodaeumノ 基 底 卜細

キBursastielヲ 以 テ連 續 セ リ. Bursaノ 體 部 ハ 外

面 ノFalteニ 應 ジ テ廣 キ内 腔 ヲ有 シBursastielノ

狹 キ腔 帯 ヲ以 テProctdaeumト 辛 ウ ジ テ交 通 セ リ.

尚 ホBursaノ 周 圍 ハ同 心 性 ニMesenchymzellen

ノ密 集 シテ之 ヲ園 ム ヲ見 ル(Fig. 10. D).

Fig. 10. (D)

胎 兒Nr. 128 Bursa Fabriciiノ 横 斷 面, 擴 大 約70倍.

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 129 G. L. 42.8mm

胎 兒 ハ 著 シ ク發 育 シ成 鳥 ニ近 キ外 形 ヲ有 シ頭 部

ハ躯 幹 ニ接 近 ス ル コ ト無 ク長 キ判 然 タル頸 部 ヲ有

シテ動 搖 ス ル コ 卜ヲ得,鼻 尖 ニ ハ角 質 ノ嘴 ヲ完 成

シ,體 表 面 ニハ 長 キ羽 毛 ヲ有 シ,軟 骨 性 ノ骨 格 ヲ

形 成 セ リ.内 臓 諸 原 基 ハ 殆 ド固 有 ノ組 織 及 ビ大 サ

ニ進 化 セ リ.

模 型Fig. 10. E.及 ビ 切片 ニ就 テ觀 ル ニRectum

ハUrodaeumニ 移 行 ス ル直 前 ニ於 テ前 階 梯 ニ比

シテ著 シ ク擴 大 シ將 來Koprodneumヲ 形 成 スル

初 徴 ヲ示 セ ル ノ ミナ ラ ズ左 側 壁 ニ ハ 大 ナ ル皺 襞 ヲ

形 成 セ リ.此 擴 大部 ノ横 斷 面 ヲ切 片 ニ於 テ見 ル ニ

前 階 梯 ト同 様 ニ充 實 シテUrodaeunノ 内腔 ト交

通 ス ル コ ト無 ク一 直 線 ノ附 着 ヲ以 テUrodaeum

ニ移 行 セ リ. Urogenitaltascheノ 最 モ外 側 ニ 於

テ 原 腎 管 ノ開 口 ヲ見,其 ノ内 側少 シ ク尾 方 ニ 於 テ

Mullerscher Gangノ 尾 端 ノ接 近 セ ル ヲ認 メ未 ダ

左 右 共 ニUrogenitaltascheニ 吻 合 スル ニ至 ラズ.
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最 モ内 方 ニ於 テ輸 尿 管 ノ開 口 セ ル ヲ 認 ム. Uro

daeumノ 左 右兩 板 ノ合 シ テ 形 成 サ レ タ ルUro

daealmembran (Urodaeumノsolide Zone)ハ 再

ビ徐 々 ニ分 離 シ テ外 壁 ニ皺 襞 ヲ形 成 シ此 皺 襞 ハ第

1例 ヨ リモ 更 ニProctodaeumニ 接 近 シUrodaeum

卜Proctodaeumノ 開 通 ノ近 キ ニ ア ル 事 ヲ示 ス. 

Phallushockerノ 中 ニ延 長 セルEpithelplatteハ

Uralleiste卜 シ テ 發 育 セ ル コ ト前 階 梯 ニ同 ジ.

 Proctodaeumハ 其 ノ基 底 ニ於 テBursaノ 内腔 ト

完 全 ニ開 通 セ リ. Bursa Fabriciiハ 膨 大 ナ ル發 育

ヲ ナ シ脊 柱 ニ近 ク達 シ,外 形 ハ 前階 梯 ニ於 テ ハ梨

子 状 ヲ呈 シ タ レ共,本 階 梯 ニ於 テ ハ其 ノ體 部 著 シ

ク頭 方 及 ビ尾 方 ニ發 育 シ深 ク凹 凸 セ ル皺 襞 ヲ有 ス

ル ヲ以 テ 其 ノ内腔 モ之 ニ應 ジ テ縦 走 セ ル隔 壁 ヲ形

成 ス(横 斷 面 ニ 於 ケル 内腔 ノ状 態 ハ 次階 梯 ノFigur

ニ示 ス).　 Bursaノ 周 圍 ヲ圍 ミテ 細胞 ハ 密 集 シテ

Scharfニ 外 圍 ノMesenchymト 境 セ リ.

Fig.10. E)

總 排 泄 腔 模 型20(胎 兒Nr. 129)左 側 面觀, 1/2縮 載.

第11階 梯

第1例　 胎 兒 番 號Nr. 137 G. L. 37.5mm

胎 兒 外 形 ハ殆 ド完 成 シ長 キ羽 毛 ヲ有 シ嘴 ハ角 質

ニ變 ジ後肢 ノ趾 ニハ 爪 及ビ 鱗 片 ヲ生 ジ軟骨 性骨 格

ハ完 成 シ數 多 ノ化 骨 ノ中 心 點 ノ出 現 ヲ見 ル.内 臓

諸 原 基 モ殆 ド固 有 ノ組 織 ニ進 化 セ リ.

模 型Fig.11. A.及 ビ切 片 ニ就 テ 總 排 泄腔 ノ部分

ヲ觀 ル ニRectumハUrodaeumニ 移 行 ス ル直前

ニ於 テ膨大 ナ ル發 育 ヲ遂 ケ「ア ンプ ル状 」ニ擴 大 シ

所 謂Koprodaeumヲ 形 成 セ リ.然 レ共Urodaum

卜ノ間 ニ ハ尚 ホEpithelmasseヨ リ成 ルPfropfヲ

有 シ未 ダ之 卜開 通 ス ル コ 卜無 シ.本 階 梯 ニ於 テハ

原 腎 管 ハ益 々尿 嚢 管 ニ接 近 セ ル ノ ミナ ラズ 其 ノ吻

合 部 ノ状 態 ハ 著 シ ク變 化 シ, Fig.11. A.ニ 示 ス如

クUrodaeumノ 外 側 縁 ニ溝 ヲ形 成 シ,其 ノ中 ニ

原 腎 管 ノ尖 端 ノ篏 入 シ タル状 態 ヲ以 テ 開 口 セ リ.

 Urodaealmembranノ 一 部 分 ハ 相 離 レテ 内腔 ヲ延

長 シ,其 ノ結 果 生 ジ タ ル外 側 壁 ノ皺 襞 ハ此 開 口部
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Fig. 11. (A)

總 排 泄 腔 模 型21左 側面 觀(胎 兒Nr. 137)1/2縮 載. Bursa Fabricii後 面 觀.

Fig. 11. (B)

胎 兒Nr. 137 Bursa Fabriciiノ 横 斷 面,擴 大 約50倍.

B

. G.=Blntgefass.

B. R.=Innere Ramn d. 
BursaFaaricii.

Foll.= Follikelanlage.
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ヨ リProctodaeumニ 近 ク達 シKloakenoffnung

ノ途 上 ニ 在 リ. Phallusanlageノ 状 態 ハ 前階 梯 卜

大 差 無 キモProctodaeumハ 著 シ ク 擴 大 セ リ. 

Muller'scher Gangハ 原腎 管 ノ開 口 部 ノ内 劃 ニ在

リテ輸 尿 管 ハUrogenitaltascheノ 背 壁 ニ開 口セ

リ. Bursa Fobriciiハ 益 々頭 方 ニ發 育 シ少 シ ク背

腹 ニ壓 縮 ヲ被 リ,外 觀 ハ 數 條 ノ深 キ 溝 ヲ有 シ何 レ

モ 縦 ニBursastielニ 何 テ 走 リ其 ノ他 ニ 數 多 ノ淺 キ

構 ヲ有 ス,即 チRursaノ 内腔 ハPlicaニ 依 リ8乃

至9ノ 區 劃 ニ分 タ レ各 區劃 ハ 更 ニ輕 ク分 岐 シ,斯

ク シテ 作 ラ レ タル 分岐 腔 ハ 漸 次 中央 ノ主 ナ ル腔 ニ

開 ク.本 階 梯 ニ於 テハBursaノ 内 壁 ノEpithelハ

所 々 ニ於 テEpithelknospeノ 形 ヲ以 テTunica

propriaノ 方 ニ増 殖 セ リ.此Epithelknospeハ 爾

後 益 々其 ノ數 ヲ増 シ將 來BursaノFallikelヲ 形 成

ス ル部 分 ナ リ.

第2例　 胎 兒 番 號Nr. 136 GL. 43.5mm

胎 兒 ノ外 形 一般 臓 器 ノ發 生 状 態 及 ビ總 排 泄腔 ノ

發 生 状 態 ハ 全 ク第1例(Nr. 137)ト 同 様 ナ リ.本

例 ハ 縦 斷 切 片 ナ ル爲 メ特 ニ其 ノFigurヲ 掲 ゲ テ第

1例 ノ模 型Fig.11. A.及 ビ11. B.卜 對 照 シテ理

解 ニ便 ナ ラ シ メ 身 リ.

Fig. 11. (C)

胎 兒Nr. 136縦 斷 面,擴 大 約10倍.

Ant.=oraleAfterlippe.B

. F.=Bursa Fabricii.

K. M.=Kloakenmembran.

Post. L.=candeleAfterlippe.

U. L.=Uralleiste.

Urod.=Urodaeum.

第4章　 檢索成績ノ綜合的記載竝ニ

諸學者ノ成績 トノ比較考察

第1節　 Schwanzdarm及 ビPrimitivstreifenノ

退 化

1. Primitivstreifenノ 退 化

Boyden(1922)氏 ハHuhner, Fasan, Ente等

ノSacrocandalteilノ 特 別 ナ ル 組 織 ニ 就 テ 言 及 シ

此Indiffrentzellmasscタ ルPrimitiustreifenノ

RestヲKloake卜 共 ニModelニ 作 製 シ其 ノ消 長

ヲ略 述 セ リ.氏 ノ説 ニ依 レバHuhnerニ 於 テハ 孵

卵 第4日 ノ初 メ ニ至 ル迄殘 存 シ其 ノ後Schwan

z darmト 共 ニPhagocytoseヲ 受 ケテ退 化 消失 ス ル

モ ノナ リ ト云 ヘ リ.

余 ノ檢索 ニ於 テ ハNr. 5(原 節 敷33)Nr. 8(原
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節 数34)Nr. 7(原 節 數37)Nr. 96(原 節 數39)

Nr. 97(原 節 數39)ニ 於 テ之 ヲ認 メ, Figurニ 示

ス如 ク此 組 織 ハSchwanzdarm, Analplatte及 ビ

Urodaeumノ 間 ニ在 リテUrodaeumノ 尾 方 壁 ト

直 接 ニ融 合 シ背 方 ハSchwanzdarmノ 腹 壁 ニ密 ニ

附 着 シ尾 端 ハSchwanzknospeニ 移 行 シ外 方 ハ周

圍 ノMesenchymニScharfニ 境 セ ラル.胎 兒 ノ

發 育 ノ進 展 ニ ツ レテ次 第 ニ退 化 シ穿 孔 セ ル膜 ノ形

態 ヲ ト リNr. 117(原 節 數40)ニ 於 テ ハ 中央 部 ハ

殆 ド退 化 消 失 シ,第3階 梯Nr. 117(原 節 數44)

ニ於 テハSchwanzdarmノ 腹 壁 ニ僅 ニ残存 シ,原

節 數45ヲ 有 ス ル胎 兒Nr. 9及 ビ47原 節 ヲ有 ス ル

Nr. 120ノ 胎 兒 ニ於 テ ハSchwanzknospeノ 部分

ニ僅 カ ニ残 存 ス ル ニ過 ギ ズ.第5階 梯ニ 於 テ ハ既

ニ完 全 ニ退 化 消 失 シ テ之 ヲ認 メズ. Bayden氏 ノ

Enteニ 於 ケ ル檢 索 ニ際 シテ3日21時 間 孵卵 サ レ

ダル47原 節 ヲ有 ス ル胎 兒 卜余 ノNr. 120(原 節 數

44)ト 同 一發 生 階 梯 ニア ル ヲ以 テ 見 レ バ七 面 鳥 二

於 テ ハEnte卜 殆 ド同 時 期 ニ退 化 ス ル モ ノ ノ如 シ.

2. Schwanzdarmノ 退 化

Schwanzdarmハ 哺 乳 動物 ト同 様 ニ胎兒 ノ發育

進 展途 上 ニ於 テ退 化 消失 ス ル モ ノニ シテ,余 ハ 家

鳩 治兒 ニ於 ケ ル檢 索 ノ所 見 ニ就 テ ハ 既 ニ本 誌 上 ニ

發 表 セ リ.七 面 鳥胎 兒 ニ 於 テ モ其 ノ退 化機 轉 ハ殆

ド同 様 ニ シ テ,第1階 梯 第1例(Nr. 5)ニ 於 テ

SchwanzdarmハUrodaeumノ 尾 方 ヨ リ移 行 シ

背 索 ノ腹 方 ニ沿 ヒ テ尾 端 ニ走 リSchwanzknospe

ニ融 合 シ テ終 リ,腹 方 ハ 既 ニ述 ベ タルPrimitiv

streifenト 密 ニ癒 合 シ テ兩 者 ノ境 界 ヲ決 定 シ難 ク,

 Urodaeumニ 近 キ 部 分 ハ 多 少 左 右 ニ扁 平 ニ シテ次

第 ニ尾 方 ニ至 ル ニ從 テ其 ノ内腔 ヲ縮 小 シ尾 尖 ニ近

ク消 失 セ リ.第2例Nr. 8ニ 於 テ ハSchwanzdar

mハ 胎 兒 尾 部 ノ屈 曲 ニ ツ レテ少 シク彎 曲 シ,第2階

梯 ニ於 テハ 著 シ ク 内飜 且 伸長 シ圓管 状 ヲ呈 ス ル ニ

至 リ,第2例Nr. 97ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ尾 方 ニ至 レ

バ 多 少 膨 大 シ,第3階 梯Nr. 114(體 長8.0㎜.原

節 數44)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ シ著 ク變 形 シKloakeニ

隣 接 ス ル部 分 ハ極 メテ細 キ圓 管 状 ヲ呈 シ既 ニ管 腔

ノ消 失 ヲ見 レ共尾 方 ニ至 ル ニ從 テ擴 大 シ且管 腔 ヲ

有 シ,其 ノ腹 壁 ニ ハ殆 ド全 長 ニ亙 リテ僅 ニPrimi

tivstreifenノRestノ 附 着 セ ル ヲ見 ル.第4梯 梯

第1例Nr. 9(體 長7.5原 節 數45)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ

Schwanzdarmノ 退 化 ハ 更 ニ 進 展 シUrodaeum

wandヨ リ輕 ク遊 離 スル ニ至 レ リ.第2例Nr. 120

(體 長6.6mm原 節 數7)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ更 ニ退 化

シ第40原 節 ノ高 サ迄 消 失 シ,尾 端 ニ近 キ部 分 ニ於

テ ハ 尚 ホ残 留 シテ 完 全 ナ ル管腔 ヲ有 ス. Schwanz

darmノ 退 化 セ シ徑路 ニ沿 ヒ或 ハ 退 化 シ ツ ツ在 ル

端 ニ於 テ多 數 ノLiesenzellellenノ 存 在 ス ル ヲ認

ム ル ヲ以 テ見 レ バ此 際Phagocytoseノ 行 ハ レ退

化 ノ機 轉 ニ参 與 シ テ力 アル モ ノ ト思 惟 セラル.

第5階 梯 第1例Nr. 14(體 長8.3mm原 節 數50)

ノ胎 兒 ニ於 テ ハ尚 ホ尾 端 ニ僅 ニSchwanzdarmノ

残 基 ヲ認 メ其 ノ全 長 約80μ.ヲ 算 シ 僅 ニ管腔 ヲ有

ス.第2例Nr. 13(體 長8.5mm孵 卵 日數6日12

時 間)ノ 胎 兒 於 テハSchwanzdarmハ 既 ニ完 全

ニ退 化消 失 シテ之 ヲ認 メ ス. Keibel(1921)氏 ハ體

長7.2ノ 鶏 胎 兒 ニ於 テ完 全 ニ退 化 消失 ス トナ シ.

余 ノ家 鳩 胎 兒 ニ於 ケル 檢索 ニ於 テ ハ 體 長8.5mm

孵 卵 日數6日 ノ胎 兒 ニ 於 テ初 メテ完 全 ニ退 化 セ ル

ヲ見 タ リ.

第2節  Kloake卜Darmanlage卜 ノ關 係

第1階 梯(Nr. 5, Nr. 8)ニ 於 テハ 後 腸 ハ 左 右 ニ

扁 平 ナ ル管 腔 状 ヲ呈 シ重 層 ノZylinderepithelヨ

リ成 リ背 索 ノ腹 方 ヲ尾 方 ニ下 リテUrodaeumニ

移 行 シ,兩 者 ハ判 然 タル境 界 無 ク扁 平 ナ ル盲 嚢 状

ヲナ セ ルUrodaeumト 廣 ク交通 セ リ.第2階 梯 第

1例Nr. 96ニ 於 テ ハ後 腸 ノ左 右 外 側 壁 ハ外 方 ニ隆

起 シテUrodaeumニ 達 ス ル縦 走 ノ皺 襞 ヲ形 成 セ
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リ. Urodaeum卜 ハ 尚 ホ 廣 キ内 腔 ヲ以 テ交 通 シ其

ノ境 界 ハ 尿 嚢 管 卜後 腸 ノ間 ニ作 ラ レ タル鞍 部 ヲ以

テ大 體 決 定 シ得 ル ニ至 レ リ.第2例Nr. 97ニ 於 テ

ハ 後 腸 ハ 著 シ ク伸 長 シ極 メテ 左右 ニ扁 平 ナ ル管 腔

状 ヲ呈 シUrodaeumト ノ交 通 モ未 ダ廣 潤 ニ シテ

第28原 節 ノ高 サ ニ於 テ之 卜相 移 行 セ リ.第3階

梯 及 ビ第4階 梯 ニ於 テ ハ後 腸壁 ハ前 階 梯 ニ 比 シテ

肥 厚 セ ル ヲ認 メ,從 テUrodaeum卜 ノ交 通 モ比

較 的 狹 小 トナ リ 第29原 節 ノ高 サ ニ於 テ相 移 行 シ,

外 形 ハ未 ダ少 シ ク扁 平 ナ ル 管 状 ヲ呈 シ,更 ニ進 ミ

テ 第5階 梯,第6階 梯,第7階 梯 ニ於 テ ハ最 早 後

腸 ハ全 ク圓管 状 ヲ呈 シテ 扁 平 ナ ラ ズ管 壁 ハ強 ク肥

厚 シ僅 ニ 管腔 ヲ有 シ背 方 ヨ リUrodaeumニ 移 行

セ リ.然 ル ニ第8階 梯第2例(Nr. 25體 長18.0mm)

及 ビ第9階 梯(Nr. 77體 長19.0mm)ニ 於 テ ハ後

腸 ノ周 邊 部 ハ再 ビ左 右 ニ扁 平 トナ リ背 方 ヨ リ一 直

線 ノ附 着 ヲ以 テUrodaeumニ 移 行 セ リ.而 シ テ

Nr. 25ノ 胎 兒 ニ 於 テ ハ 後 腸 卜Urodaeumハ 未 ダ

辛 ウ ジテ 内腔 ノ交 通 ヲ有 ス レ共 體 長19.0㎜ ノ

胎 兒Nr. 77ニ 於 テ ハ後 腸 終 邊 部 ハ全 ク充 實 シテ

Urodaeumノ 内腔 卜ノ交 通 ヲ失 フ ニ至 レ リ. Boy

den(1992)氏 ノ鶏 胎 兒 ニ於 ケル檢 索 ニ於 テ ハ體 長

17.3mm艀 卵 日數6日7時 間 ニ シテ兩 原 基 ノ交 通

ヲ失 フ トナ シ,余 ノ家 鳩 胎兒 ニ於 ケル成 績 ニ依 レ

バ項 腎 徑11.0mm,孵 卵 日 數6日12時 間 ニ シ テ初

メテ兩 者 ノ交 通 ヲ失 フ ヲ見 タ リ.之 ニ依 リテ見 レ

バ 七面 鳥 ニ於 テ ハ後 腸 末 端 ノ閉 塞 ハ 鶏 胎 兒 及 ビ家

鳩 胎 兒 ニ ニ比 シ遙 ニ遅 キモ ノノ如 シ.第10階 梯 第

1例(Nr. 128體 長39.7mm)ニ 於 テ ハ後 腸 終邊 部

ハ 未 ダ充 實 シテ不 規 則 ナ ル放 線 状 ノ間隙 ノ痕 跡 ヲ

有 ス ル ニ過 ギ ズ 且側 方 ヨ リ見 タル形 態 ハ前 階 梯 卜

異 ナ リUrodaeumニ 移 行 ス ル直 前 ニ於 テ少 シク

膨 大 シ,外 壁 ニ於 テ ハ3條 ノ縦 走 セ ル大 ナ ル皺 襞

ヲ形 成 セ リ.第2例(Nr. 129體 長42.8mm)ニ 於

テ ハ 更 ニ發 育 シ後 腸 ノ終 邊 部 ハ再 ビ 不規 則 ナ ル 内

腔 ヲ形 成 セ ン トシ, Urodaeumノ 直 前 ノ膨 大 ハ

益 々顯 著 ニ シ テ縦 走 セ ル皺 襞 モ一 層 著 明 ニ起 伏 セ

リ.此 皺 襞 ノ成 因 ニ就 テ ハ別 ニ文 献 ニ記 載 無 キ モ.

余 ハ 次 ノ如 ク思 考 ス.即 チ充 實 セ ル後 腸 ハ周 圍 ノ

Mesodermノ 中 ニ發 生 セ ル滑 平筋 繊 維 ニ依 リテ取

リ圍 マ レ,終 邊 部 ハ他 部 分 ノ發 育 ト平 衡 セズ シテ

Urodaeumノ 直 前 ノ一局 部 ニ於 テ ノ ミ著 シ ク發育

擴 大 ス ル ヲ以 テ其 ノ機 械 的 作 用 ニ依 ル モ ノナ ラ ン.

第11階 梯 ニ於 テ ハ 後 腸 ノ終邊 部 即 チRectumハ

「ア ン プ ル状 」ヲ爲 シテ 極度 ニ膨 大 シ皺襞 ハ 伸展 シ,

再 ビ廣 キ内腔 ヲ有 ス ルニ至 レ リ,然 レ共Urodaeum

卜ノ間 ニ ハ尚 ホEpithelノ 繁 生 ヲ認 メ,一 直 線 ノ

附 着 ヲ以 テ移 行 シ 内腔 ハ未 ダ交 通 ス ニ ル ラ至 ズ.

後 腸 ノ此 膨 大 セ ル空 所 ハGadow氏 ノ所 謂Kopro

daeumニ シテ,文 献 ニ徴 ス ル ニBoyden氏 ハ鶏 胎

兒 ニ於 テ孵 卵 日數15日 ニ シ テKoprodaeumノ 空

所 ヲ作 ル ト唱 へ, Gasser(1880)氏 ハ孵 卵 日數12

日 ノ鶏 胎兒ニ 於 テ既 ニKoprodaeumヲ 形 成 スル

如 ク述 べ,余 ノ家 鳩 胎兒 ニ於 ケル成 績 ニ依 レバ 體

長220mm,孵 卵 日數10日 ニ シ テ初 メテ之 ヲ認 メ

タ リ.即 チ七 面 鳥 胎 兒 ニ於 ケ ルKoprodaeumノ

形 成 ハ 鶏 胎 兒,家 鳩 胎兒 ニ比 シテ 遙 ニ逞 キ モ ノ ノ

如 シ. Koprodaeum卜Urodaeumハ 爾後 ノ發 育

進 展 途 上 遂 ニEpithelpfropfノ 退 化 ニ依 リ再 ビ開

通 ス ル モ ノニ シ テ.此 胎生 學 的構 造 ハ原 腎 ヨ リ排

泄 サ ル ル産 物 ノRectum内 ニ逆 流 シ テ胎 兒 ノ發 育

ニ有 害 作 用 ヲ及 ボ ス ヲ防 止 ス ル モ ノニ シテ既 ニ述

べ シ如 ク第9階 梯(Nr. 77㎜,體 長190㎜)ニ

於 テ 閉塞 ヲ完 成 セ リ. Koprodaeumハ 成 鳥 ニ於 テ

ハKoth及 ビHarnノ 貯 藏 所 トシテKloakeノ 重

要 ナ ル部 位 ヲ爲 シJohnsonニ 依 リテ指 摘 サ レ シ

如 ク人 胎 兒 ノRectum最 下 部 ニ相 應 スル モ ノナル

コ 卜ハ 既 ニ家 鳩胎 兒 ノKloakeノ 展 生 ノ際 述 ベ タ

リ.
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第3節　 Urodaeum

UrodaeumハKloakeノ 最 モ主 要 ナ ル 部 位 ヲ占

メGadow氏 ハVogelkloakeヲ3部 分 ニ分 チDarm

ノ末端 ノ擴 大 即 チKoprodaeumノ 次 ニ 位 ス ル

KammerヲUrodaeumト 唱 ヘ タ リ.普 通Kloake

卜稱 セ ラ ル ル ハ此Urodaeumニ 外 ナ ラ ズ.

Urodaeumハ 後腸 ノ終 末腔 卜シテ 發 生 シ,早 期

ニ於 テ ハ後 腸 卜廣 ク交 通 スル モ次 第 ニ其 ノ移 行 路

ハ縮 小サ レ遂 ニ其 ノ通 路 ハ 閉塞 サ レ孵 化 前 ニ再 ビ

開 通 ス ル モ ノナ ル コ トハ 既 ニ第2節 ニ於 テ 述 ベ タ

リ.尚 ホUrodaeumノ 發 生 途 上 ニ重 大 ナ ル 變 化

ハKloakenmembranノ 破 綻 ニ 依'リ テ 第3ノ

Kammer Proctodaeumニ 開 通 シ テ外 界 卜交 通 ス

ルニ 在 リ. Bursa Fabricciノ 原 基 モUrodaeum

ノ背 壁 ヨ リ生 ズ ル モ ノニ シテ 其 ノ詳 細 ニ就 テハ第

7節 ニ 於 テ述 ブ ル所 ア ル 可 シ.

第1階 梯 第1例 ニ 於 テ 後 腸 ノ終 邊 部 ハ 少 シ ク

腹 方 ニ膨 出 シ左 右 ニ扁 平 ナ ル 状 ヲ 呈 シ尾 方 ニ

Schwanzdarmヲ 出 シ尚 ホPrimitivstreifenノ 附

着 セル ヲ見 ル.此 扁 平嚢 ノ 形 態 ヲ ト レ ル 部 分 ハ

Urodaeumノ 發 端 ニ シテ,腹 方 ニ僅 ニ膨 出 スル部

分 ハ將 來尿 嚢 ニ發 育 スル モ ノニ シテ,第2例(Nr. 8)

ニ於 テ ハ 既 ニ頭 方 ニ 向 テ發 育 膨 隆 セ リ.第2例 ニ

於 テUrodaeumノ 左 側 外 側 壁 ニ小 ナルDivertikel

dノ 發 生 ヲ見 タ リ.第2階 梯 ニ於 テ ハ扁 平 ナ ル嚢

状 ヲ呈 セ ルUrodaeumノ 外 側 壁 ニ左 右 共 原 腎 管

ノ接 着 ヲ認 メ,尚 ホ外 胚 葉 ノ沈 降 シ來 リテUr

o daeumwand卜 融 合 シテKloakenmembranヲ 形

成 セ リ.

第3階 梯 ニ於 テ ハUrodaeumノ 背 壁 ニ 於 テ

一 時 的 ノForamenヲ 形 成 シ タ ル 異 例 ヲ 述 べ タ

リ.第4階 梯 第1例(Nr. 9體 長7.5mm)第2例

(Nr. 120體 長6.6mm)ニ 於 テハUrodaeum卜

Schwanzdarmノ 關 係 ノ解 消 ヲ示 シ,第5階 梯 第

1例(Nr. 14)ニ 於 テ ハ後 腸 ハ背 方 ヨ リUrodaeum

ニ移 行 スル ニ至 リ其 ノ交 通 路 ハ縮 小 シ,原 腎 管 ノ

開 口部 ハ 著 シ ク擴 大 セ リ.

Urodaeumノ 背 壁 ニ 於 テ ハUrodaeumノ

gekrumter Fortsatzニ 近 クDivertikel(a)ヲ 發

生 シ,第2例(Nr. 13體 長8.5mm)ニ 於 テ モ同

一 ノ場 所 ニDivertikel(a)ノ 發生 ヲ認 ム ル ノ外

Dorsalwandノ 殆 ド中央 左右 原 腎 管 ノ吻 合 部 ノ間

ニ相當 シテ 第2ノDivertikel(b)及 ビ 後 腸 ノ移 行

部 ノ少 シ ク尾方 ニ(c)ヲ 發生 セ リ.第3例(Nr. 19

體 長7.8㎜)ニ 於 テ ハ原 腎 管 卜Urodaeumノ 吻

合 部 ハ 益 々擴大 シ該 部 ヨ リ尿 嚢 管 ニ 向 テ外 側 壁 ハ

堤 状 ヲナ シテ膨 隆 セ リ. Divertikel(a)ノ 發 生 ハ

前 階 梯 卜同 様 ナ レ共其 ノ位置 ハ少 シ ク頭 方 ニ移 動

シ(b)ヲ 發 生 ス ル部 位 ニ接 近 セ リ.第6階 梯第1

例(Nr. 20體 長9.8mm)ニ 於 テ ハKloakenmem

branニ 初 マルUrodaeumノ 左 右外 側壁 ハ相 癒 合

シテ充 實 セ リ.此 充 實 セ ルEpithelplatteハ 所 謂

Urodaealmembranニ シテ 爾 後 益 々其 ノ幅 員 ヲ増

ス ヲ以 テUrodaenmlumenハ 漸次 縮 小 サ レル モ

ノ トス. Urodaeumノ 背 壁 ニ於 テ ハDivertikel(a)

, (b), (c)ヲ 發 生 シ(a)ハ 著 シク頭 方 ニ移 動 シ(b)

卜相 隣 接 スル ニ至 レ リ.第2例(Nr. 21體 長12.0

㎜)ニ 於 テ ハ(a)ハ 不 明 瞭 トナ リ(b)ハ 良 ク

發 育 シ(c)モ 亦 著 明 ニ存 在 ス.第7階 梯 ニ 於 テ ハ

Urodaeumノsolide Zoneハ 益 々幅 員 ヲ増 シ從 テ

Urodaeumlumenハ 著 シ ク退 化 シ, solide Zone

即 チUrodaealmembranノ 中 ニ多 數 ノVacuolen

ヲ形 成 シ殊 ニ背 方 部 ニ著 シ クBurea Fabriciiノ 原

基 ノ初 徴 ニシ テ發 生 ノ進 ム ニ ツ レテ 此Vacuolen

ハ 次 第 ニ相 合 シテ 大 ナ ル腔 胞 ヲ形 成 スル モ ノ 卜ス.

本 階 梯第1例 ニ於 テ ハDivertikel(a), (c)ハ 頗 ル

不 明瞭 ニ シテ(b)ハ 全 ク發 生 ヲ見 ズ,第2例 ニ於

テ ハ(a), (b), (c)ノ 發生 ヲ見 ル ノ ミナ ラズ 右 外

側 壁 ニ第4ノDivertikel dヲ 發 生 セ リ.第3例 ニ

於 テハ 僅 ニ(a)及 ビ(c)ノ 發 生 ヲ認 ム.
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第8階 梯 ニ於 テ ハUrodaeumlumenハ 更 ニ退

化 シテBursa Fabrieiiノ 原 基 發育 進 展 シ, Uro

daealmembranニ 生 ジ タルVacuolenハ 次 第 ニ合

シテ腔 泡 ノ大 サ ヲ増 ス ニ至 レ リ. Urodaeumノ 背

壁 ニ生 ズ ルDivertikel(a)ハ 不 明 瞭 ニ シ テ(b)ハ

著 明 ニ之 ヲ認 メ(c)モ 亦 明 カ ニ發 生 セ リ.第2例

(Nr. 25)ニ 於 テ 原 腎 管 ト尿 嚢 管 ノ間 ニ 走 レ ル

Urodaeumノ 外 側 壁 ノ膨 隆 ハ益 々著 明 ニ發 育 シ原

腎 管 ノ開 口部 ハ 前 階 梯 ニ比 シ尿 嚢 管 ニ接 近 スル ニ

至 リ,原 腎 管 ノ終 邊 部 ノ背 壁 ニ開 口 シ タ ル輸 尿 管

モUrodaeumノ 背 壁 ニ移 動 シテ 直 接 ニ開 口 ス ル

ニ至 レル ヲ以 テ, Urodaeumノ 背 壁 ハDivertikel

(c)ヲ 發 生 ス ル部 分 ヲ含 ミテ憩 室 様 ニ 背 方 ニ 膨

隆 シ所 謂Urogenitaltascheヲ 形 成 セ リ.今 ヤ

Divertikelハ 全 ク消 失 シテ之 ヲ認 メズ.第9階 梯

ニ 於 テ ハUrodaeumノ 外 側壁 ノ膨 隆 ハUrogeni

taltascheト 合流 シテ 翼 状 ヲナ シテ 發 育 シ外 觀 上

獨 立 ノ部 位 ヲ形 成 セ ル ノ状 ヲ呈 ス.本 階 梯 ニ於 テ

ハ 原 腎 管 ト尿 嚢 管 ヲ結 ブ 隆起 ヨ リ更 ニ分岐 セ ル輕

度 ノ膨 隆(皺 襞)ノProctodaeumニ 向 テ 走 レル ヲ

見.第10階 梯 及 ビ第11階 梯 ニ於 テ ハ益 々發 育 セ

ル ヲ見 ル.此 皺 襞 ハUrodacalmembranノ 左 右 兩

板 ノ再 ビ相 離 レテ 生 ジ タ ル モ ノニ シ テUrodaeu

mlumenノProctodaeumニ 開 通 ス ル道 程 ニ シテ

第11階 梯 ニ 於 テ ハ 其 ノ開通 ノ近 キ ニ 在 ル ヲ示 セ

リ.第10階 梯,第11階 梯 ニ於 テ ハUrodaeumノ

solide ZoneハUralleiste卜 シテPhallushucker

ノ中 ニ龍 骨 状 ヲ ナ シ テ發 育 ス ル ニ至 ル.

以 上 述 ベ來 レル 事實 ニ依 リテ之 ヲ 考 察 ス ル ニ

Urodaeumハ 既 ニ古 クRathke以 下 ノ解 剖 學 者 ニ

依 リテ 述 べ ラ レ シ,如久 又 余 ノ家 鳩 胎兒 ニ於 ケル

検 索 ニ際 シテ 得 タル 結 果 ト全 ク同 様 ニ後 腸 ノ終 末

腔 トシテ發 生 シ, Urodaealmembranノ 形 成 セ ラ

ル ル ヤ次 第 ニ其 ノ内腔 ノ退 化 ヲ見,之 ニ依 リテ 原

腎 管 卜尿 嚢 管 ノ間 ニ最 短 路 ヲ形成 スル ノ ミナ ラ ズ,

原 腎 管 ノ開 口部 ハ著 シク尿 嚢 管 ノ開 口 部 ニ接 近 シ

Harnヲ 尿 嚢 ニ輸 送 ス可 キ通 路 ン短 縮 ヲ圖 ル構造

トナ ル.即 チNr. 22(體 長15.0mm)ノ 胎 兒 ニ於

テ ハ 兩 者 間 ノ最 短距 離 ハ5.0cm(模 型 實 測)Nr. 25

(體 長18.5)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ4.8cm, Nr. 137(體

長37.5mm)ノ 胎 兒 ニ於 テハ4.0cmノ 如 ク胎 兒 ノ

發育 ノ進 展 ニ連 レテ兩 者 ノ距 離 ハ短 縮 ス.此 事實

ハ 余 ノ家 鳩 胎兒 ニ於 ケル檢 索 ノ體 長7.5mm,孵 卵

日 數5日12時 間 以後 ノ所 見 ト一 致 セ リ.發 生 ノ進

ム ニ連 レテUrodaealmembranハ 外 方 ニ相 離 レ

テ途 ニUrodaeumlumenハProctodaeumニ 開通

ス ル モ ノニ シテGasser(1880), Pomayer(1902),

 Boyden(1922)氏 等 ノ研 究 ト全 ク所 見 ヲ同 ジ ク セ

リ.

扨 鳥 類 ニ於 テ ハHarnblaseヲ 缺 ク事 ハ周 知 ノ

事 實 ニ シテ,有 羊膜 類 ニ 於 テ之 ヲ有 セザ ルハ 鳥類

ア ル ノ ミニ シテ,何 處 ニ 之 ヲ求 ム可 キ カ大 イナ ル

疑 問 トナサ レ古 來諸 種 ノ説 ア レ共 未 ダ 的確 ナ ル説

明 ニ達 セ ズ. Berthold, Trevirault, Leuckart,

 Huschke氏 等 ノBursa Fabricii卜Harnblase

ヲ比 較 セ ン トシ タルハ 發 生 學 上 ヨ リ見 ルモ又 形 態

學 上 ヨ リ見 ル モ根 本的 ニ 問題 トナラ ズ. Allantois

ハ胎 生 時 ニ於 テハHarnblaseノ 役 目 ヲナ ス モ成

鳥 ニ於 テ ハ 吸収 サ レ消 失 スル ヲ以 テ他 ノ有 羊膜 類

ニ於 ケル ト同 襟 ニ新 ニ其 ノ原 基 ヲ發生 ス可 キ ナ リ

.第8階 梯 第2例(Nr. 25)ノ 胎 兒 ニ於 ナ輸尿 管 ノ

Urodaeumニ 移 動 シテ 開 口ス ル ニ至 ル ヤ, Uro

daeumハ 背 方 ニ發 育 シ初 メ,第10階 梯 及 ビ第11

階 梯 ニ進 メバUrogenitaltascheト シテ述 べ タル

Urodaeumノ 背 方部 ハUroaeumノsolidノ 部

分 トハ全 ク獨 立 セ ル部 位 ヲ形 成 セ シ觀 ヲ呈 シ輸 尿

管 原 基 ハ 此 嚢 状擴 張 部 ニ開 口 シ,原 腎 管 ハ之 ヲ遠

ザ カ リテ尿 嚢 管 ノ開 口部 ニ接 近 セ リ.此Urogeni

taltascheハ 形 態 學 上 ノ構 造 ノ ミヨ リ考 察 スル時

ハ充 分Harnblaseノ 原 基 卜思 惟 セラ ル可 キ モ ノ
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ニ シテ,即 ニ1900年Minot氏 モ コ レ腔 所 ノ特 別 ナ

ル關 係 ニ就 テ 述 べ又Boyden氏(1922)モ 此 部 分 ヲ

Urodaealsinusト 命 名 シテ著 シ ク爬 蟲 類 ノBlase

ト類 似 性 ア ル コ 卜ヲ指 摘 セ リ.

Urodaeumwandニ 發 生 スルDivertikelニ 就 テ

ハBoyden氏 ノ報告 ア ル ノ ミニ シテ,余 ハ 其 ノ消

長 ニ多 大 ノ興 味 ヲ覺 エ可 及 的 多 數 ノ胎 兒 ニ 於 テ 之

ヲ檢 索 シ(a),(b),(c),(d)ノ4種 ノDivertikel

ヲ發 見 シ タ リ.其 ノ中(a), (b), (c)ハUrodaeum

ノDorsalwandニ 發生 ス ルヲ以 テDorsaldivertikel

(d)ハUrodaeumノLateralwandニ 發生 ス ル

ヲ以 テLateraldivertikelト 稱 ス ル ヲ至 便 トス.

 Dorsaldivertikel(a)ハ 次 第 ニ頭 方 ニ移 動 シ(b)ト

相 隣 接 ス ル ニ至 リ遂 ニBursa Fabriciiノ 原 基 ノ

發 生 ニ合 シテ 消 失 シ, (b)ハ 不定 ニ シテ 其 ノ發 生

ヲ見 ザ ル事 ア レ ドモ發 生 ノ部 位 バ一 定 不變 ニ シテ

移動 ス ル コ ト無 ク其 ノ發生 ス ルヤ 極 メテ著 明 ナ ル

發育 ヲ ナ セ リ. Dorsaldivertikel (c)ハ(a)ト

同 様殆 ド毎 常 發 生 シ其 ノ位 置 ハ一 定 不 變 ニ シ テ

Urogenitaltascheノ 發 育 ニ協 力 ス ル モ ノノ如 ク

Urogenitaltascheノ 強 ク發 育 スル ヤ 其 ノ中 ニ合

シテ消 失 ス.

Lateraldivertikel(d)ハ 不定 ニ シテ 其 ノ發生 ハ

常 ニUrodaeumノ 外 側 壁 原腎 管 ノ吻 合 部 附 近 ニ

位 シ原 賢 管 ト癒 着 ス ル場 合 モ認 メ タ リ. Boyden

(1922)氏 ハ家 鶏 胎 兒 ノ總 排 泄 腔 ノ研 究 ニ 於 テ初 メ

テ其 ノDivertikelノ 發 生 ニ就 テ記 載 シ,余 ハ茲 ニ

氏 卜殆 ド同 一 ノ結 果 ニ到 達 シ欣 快 ニ タヘザル ト同

時 ニ氏 ノ慧 眼 ニ深 甚 ノ敬 意 ヲ表 ス ル モ ノナ リ.

UrodaeumノDorealwandニ 生 ズ ル 一時 的 ノ

Foramenタ ルKloakenfenestraニ 關 シテ モBoy

den氏 ノ報告 ア ル ノ ミ ニ シ テ,以 前 ノ研 究 者 ハ

Modelニ 作 製 シ テ研 究 セザ リ シ爲 其 ノ成 生 ヲ看 過

シ タル モ ノ ノ如 ク,氏 ノ研 究 ニ依 レバ其Foramen

ハ家 鶏 胎 兒 ニ 於 テ ハ11原 節(孵 卵 日數2日18時

間)階 梯 ニ初 マ リ凡 ソ12時 間 繼 續 シテ 發 展 シ(體

長7.0mm,孵 卵 日數3日8時 間)體 長9.0mm(孵

卵 日數3日18時 間)ノ 胎 兒 ニ於 テ 閉 塞 ス トナ シ從

テ其 ノ發 生 ヨ リ閉塞 シテ 消失 スル 迄 ノ時 間 ハ僅 ニ

24時 間 ニ シテ,家 禽 ニ於 テ ノ ミ發 生 シ他 ノ鳥 ニ見

ズ ト云 へ リ.余 ノ檢 索 ニ於 テ ハPrimitivstreife

nノ退 化 ニ 關聯 シテUrodaeumwandノ 退 化 ニ依 リ

テ 其 ノ出 現 ス ル ヲ見 タレ共 其 ノ閉 塞 ノ状 態 ヲ發 見

シ得ザ リ シバ甚 ダ遺 憾 ニ タヘザ ル所 ナ リ.然 レ共

此Foramenノ 發 生 ス ル部 位 ニ就 テ ハBoyden氏

ノ報告 ト全 ク同 一 ノ結 果 ヲ得 タ リ.

第4節　 KloakeトUrogenitalgangト ノ關 係.

1. 原 腎 管 トKloakeト ノ關 係.

原 腎 管 ハ原 腎 ヨ リ出 デ 尾 方 ニ發 育 伸 長 シテ 途 ニ

Urodaeumノ 外 側壁 ニ達 シ テ開 口 ス ルモ ノナ ル ハ

既 ニ周 知 ノ事 實 ニ シテ,第1階 梯 第1例(Nr. 5

體 長7.5mm,原 節 数33)及 ビ第2例(Nr. 8體 長

7.5㎜,原 節 數34)ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ 左 側 原 腎 管 ノ

ミUrodaeumノ 外 側 壁 ニ接 着 セ ル ヲ認 メ,第2階

梯 弟1例(Nr. 96體 長7.0mm,原 節 數39)ニ 至

リテ初 メテ兩 側 共Urodaeumニ 達 セ リ,然 レ共

未 ダ兩 側 共 其 ノ内腔 ノ開 通 ヲ見 ズ,第2例(Nr. 97

體 長7.5mm,原 節 數39)ニ 於 テ左 側原 腎 管 ノ ミ

辛 ウ ジ テ開 通 シ,兩 側 共 完 全ニ 開 口 スル ハ第3例

(Nr. 117體 長8.0mm,原 節 數40)ニ シテ兩 者 ノ吻

合 部 ハ著 シ ク擴 大 スル ニ至 レ リ.第3例(Nr. 117)

ノ胎 兒 ニ於 テ ハ 左 側 原腎 管 ハUrodaeumニ 吻 合

ス ル前 ニ2本 ノ分 枝 ヲ發 生 シ何 レモ盲 管 ヲ ナ シ テ

Mesenchymニ 終 リ著 シキ腎 芽 ノAnomalienヲ

示 セ リ.第3階 梯 及 ビ第4階 梯 ニ於 テ ハ原 腎 管 ハ

Urodaeumニ 移 行 ス ル直 前 ニ於 テNieremknospe

ヲ發 生 シ,第5階 梯 ニ至 レバNierenknospeハ 背

側 頭 方 ニ發育 シテNierengangト ナ リ,第6階 梯

以 後 ニ於 テハ 原腎 腎 ノ吻 合 部 ハ次 第 ニ憩室 状 ニ擴
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大 シ尿 嚢 管 ニ接 近 ス ル ニ至 リ,第11階 梯 ニ於 テハ

原 腎 管 ノ末 端 ハUrodaeumノ 外 側 壁 ノ溝 ニ篏 入

セ ル状 態 ヲ以 テ吻 合 セ リ.

以 上 總 括 セ ル記 載 ニ依 リ之 ヲ考察 ス ル ニ左 側 原

腎 管 ハ右 側 ニ比 シテ少 シ ク早 クUrodaeumニ 達

ス ル モ ノ ニシ テ 内腔 ノ開 通 ヲ見 ル ハ 接 着 後 尚 ホ6

原 節 ヲ増 加 ス ル ヲ要 ス ルモ ノ ノ如 シ.余 ハ 家 鳩 胎

兒 ニ於 テ體 長65mm,孵 卵2日12時 間(原 節 數

33)ニ シ テ左 右 共Urodaeumニ 接 着 スル ヲ認 メ, 

37原 節 ノ胎 兒 ニ 於 テ 正 ニ 内腔 ノ開 通 セ ン トス ル

ヲ見 タ リ. Boyden氏 ハ家 鶏 胎 兒 ニ 於 テ41原 節 ヲ

有 ス ル ニ至 リテ初 メテ右 側原 腎 管 ノ ミ接 合 ス ト述

ベ, Lilie氏 ハ 家 鶏 ニ於 テ31原 節 ヲ有 ス ル胎 兒 ニ

於 テKloakeニ 達 ス 卜云 ヘ リ. Boyden氏 ノ記 載

ハ 余 ノ成 績 ト餘 リニ偏 隔 ア レ共Lilie氏 ノ説 ハ稍

余 ノ成績 ト接 近 セ リ.余 ノ家 鳩 治兒 ニ 於 ケル成 績

トハ 殆 ド合 致 セ ル ヲ以 テ見 レバ七 面 鳥 ニ於 ケル原

腎 管 トUrodaeumノ 吻 合 及 ビ開 通 ノ時 期 ハ家 鳩

胎 兒 ニ 於 ケ ル 卜殆 ド大 差 無 キ モ ノ ノ如 シ.原 腎 管

ノUrodaeumニ 接着 シ更 ニ過 度 ニ 伸 長 シ テ尖 端

ノMesencym中 ニ遊 離 シ テ終 レルAnomalienハ

Enteノ 胎 兒 ニ於 テBoyden氏 ニ依 リ報 告 サ レ シ

モ.余 ノ1例 ノ如 ク原 腎 管 ノ分 岐 ヲ出 セ ル異 例 ニ

就 テ ハ未 ダ文 献 ニ見 ザ ル 所 ナ リ.恐 ラ ク此 分 岐 ハ

腎 芽 ノ畸 形 ナ ラ ン ト思 惟 セ ラ ル.

2. 輸 尿 管 原基 トKloakeト ノ關 係.

原 腎 管 ノ尾 方 部 背 側 壁 ニNierenknospeヲ 發生

シ頭 方 ニ發 育 伸長 シテNierenbeckenノ 形 成 ヲ見

ル ヤ初 メテ 輸 尿 管 ノ區 別 セ ラ ル ル ニ至 ル モ ノニ シ

テ此 時 期 ニ於 テハ 輸 尿 管 原 基 ハ 原 腎 管 ト交 通 シ

Urodaeumト ハ關 係無 ク發生 ノ進 ム ニ連 レテUro

daeumニ 向 テ移 動 シ遂 ニ原 腎 管 及 ビMuller'scher

 Gangヨ リモ遙 カ内 側 背 方 ニ於 テUrogenitaltas

cheニ 開 口 ス ル ニ至 ル モ ノナ リ.

第7階 梯 第1例(Nr. 23體 長10.0mm)ニ 於 テ

ハ原 腎 管 ノ背 壁 ニ開 口 シ未 ダUrodaeumニ 關 係 無

キ モ胎 兒 ノ發 育 進 展 シ原 腎 管 ノ移 行 部 ノ擴 大 セ ラ

ル ル ヤ次 第 ニUrodaeumニ 接 近 シ 第3例(Nr. 22

體 長15.0mm)ニ 於 テハ 既 ニ原 腎 管 卜Urodaeum

ノ移 行 部 ノ背 壁 ニ開 口 ス ル ニ至 レ リ.第8階 梯 ニ

於 テ ハ原 腎 管 ノ移 行 部 ヲ全 ク離 レテ某 ノ少 シク尾

方 内側 ニ移 動 シ,第9階 梯 以 後 ノ 胎 兒 ニ 於 テ ハ

Urogenitaltascheノ 著 シ ク内 方 ニ位 スル ニ至 ル.

余 ハ 家 鳩 胎 兒 ニ於 テ 體 長11.0mm,孵 卵 日數6日

12時 間 ニ シ テ初 メテ 輸 尿 管 トUrodaeumノ 直 接

ニ交 通 ス ル ヲ見 タ リ.當 教 室 高 井 博 士 ノ家 鶏 胎兒

ニ於 ケ ル成 績 ニ依 レ バSch.-St.-L. 12.5mmニ シ

テ初 メテUrodaeumニ 移 動 開 口 ス レナシ,七 面

鳥 胎 兒 ニ於 ケル ヨ リ遙エ 早 ケ レ共其 ノ時 期 ハ 何 レ

モ 大 體腎 盂 原 基 ノ上 部,中 間 部 及下 部 ノ3部 分 ニ

區別 シ得 ル ニ至 ル時 トス.

3. Muller'scher GangトKloakeト ノ關 係.

Muller'scher Gangハ 第8階 梯第2例(Nr. 25)

ニ於 テ原 腎 管 ノ開 口 セ ル 内側 ニ於 テUrogenital

tascheノ 背 壁 ニ接 着 セ ン ト ス ル モ未 ダ何 レ ノ階

梯 ニ於 テ モ吻 合 ス ル ニ至 ラ ズ.

第5節　 KloakeトPhallusanlageト ノ關 係.

第7階 梯 ニ於 テAftermundヨ リ前 方 ニ 續 ク

orale Afterlippeハ 緩 ヤ カ ニ膨 隆 セル ヲ認 メ將 來

Phallusanlage卜 シテ 發 育 スル モ ノニ シテ,第8

階 梯 ニ於 テ ハ前 階 梯 ヨ リ更 ニ著 シク球 状 ヲ膨 隆 セ

リ.第9階 梯 ニ於 テ ハAftermundニ 近 ク膨 出 シ

Urodaealmembranハ 其 ノ中 ニ延 長 シ,第10階 梯

第11階 梯 ニ於 テ ハAftermundニ 向 テ圓 錐 状 ヲナ

シテ 發育 ス ル ニ至 リ, Urodaeumノsolide Zone

ハUralleisteト シテ 其 ノPhallushocker中 ニ龍骨

状 ヲナ シテ發 育 ス ル ニ至 レ リ.

第6節  Proctodeanm

ProctodaeumハKloakenmembran(Analplatte)
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ノ部分 ニ於 ケ ル 横溝 卜シテ 發 生 シ,胎 兒 ノ發 育 途

上 ニEctodermeinstulpungニ 依 り深 ク沈 降 シ テ

嚢 状 ヲ呈 スル ニ至 リ,間 モ無 クBursa Fabrieii

卜開通 シ孵 化前 ニUrodaeumモ 亦 此ヒ腔 ニ開 通 ス

ル モ ノニ シテ,其 ノ形 態 學 的 發 生 ニ 就 テ ハ 既 ニ

Pomayer(1902)氏 ノ研 究 ノ外 余 ハ 家 鳩胎 兒 ノ總

排 泄腔 ノ檢 索 ニ際 シテ其 ノ大 要 ヲ併 記 セ リ.

第6階 梯 ニ 於 テKloakenmembranノ 部 分 ハ 淺

キ 横溝 ヲ形成 シ前 方 ハorals Afterlippeト シテ 記

載 シ タル 將 來Phallusanlageニ 發 育 ス可 キHocker

ニ移 行,後 方 ハcaudale Afterlippe卜 シ テ記 述

セ ルSchwanzニ 續 クEctodermナ リ.第7階 梯

ニ於 テ ハ 此 横 溝 ハ 浅 ク且 廣 キ漏 斗状 ノ窩 トシテ 陥

凹 ス ル ニ至 レ リ.而 シ テ 其 ノ陥 凹 窩 ノ形 態 ハ 入

口部 ヨ リ基底 ニ至 ル 迄 左 右 ニ伸 展 シoro-caudaler

 Richtungニ 壓縮 サ レ, ProctdaeumトUrodaeum

ノ接觸 部 ハUrodaeumノCandalwandノ 一部 ニ

限 ラ レ此 部 分 ハKloakenmembranニ 相 當 ス.第8

階 梯 ニ至 レ バEctodermeinstulpungハ 益 々著 明

ニ シテ 入 口部 ヨ リ基 底 ニ至 ル ニ從 テ漏 斗 状 ニ陥 沒

シテ嚢 状 ヲ呈 シ,今 迄 表 在 性 ナ リ シProctodaeum

ハ極 メテ 深 ク陥 入 ス ル ニ至 リ且oro-caudaler Ri

chtungノ 壓 縮 ハ 前 階 梯 ヨ リ更 ニ強 ク,第9階 梯 ニ

至 レバTaschenfurmigニ 發 育 セ ルBursa Fabricii

ノ内腔 ト交通 ス ル ニ至 レ リ.而 シテUrodaeum卜

ノ接觸 部 ハUrodaeumノCandanwandノ 全 長 ニ

及 ビ前階 梯 ヨ リ著 シ ク深 ク陥 入 セ ル ヲ認 メ,第10

階 梯,第11階 梯 ニ至 レバProctodaeumハ 著 シ ク

外 方 ニ伸 展 シ入 口部 ニ ハ 既述 ノPhallnsaulageノ

發 育 ヲ見 ル ニ至 レ リ. Kloakenmembranハ 外 胚

葉 ノEpithelト 内 胚 葉 性 ノKloakenwamdノ

Epithelノ 融 合 トシテ 認 メ ラ レSedwick Minot

及 ビWenckebach兩 氏 ノ唱 フ ル如 ク中 胚 葉 ハ 干

與 セザ ル モ ノ ノ如 シ.以 上 ニ依 リテ見 レバKloa

kenmembranハKloakeneinstulpungニ 依 リテ

初 メテProctodaeumノ 深 部 ニ 位 ス ル ニ 至 リ,

 Proctodaeumハ 體 長19.0mm(孵 卵 日數12日)

ノ胎 兒 ヨ リ體 長37.5mm(孵 卵 日數17日)迄 ハ横

ニ擴 大 シ且基 底 ハBursa Fabriciiノ 内腔 ト交 通

ス.

第7節　 Bursa Fabricii

Bursa Fabriciiハ 鳥 類 特 有 ノOrganニ シ テ恐 ラ

ク總 テ ノ鳥 ニ存 在 シ動 物 界 ニ其 ノhomologノ モ

ノ ヲ發 見 シ得 ズ,謎 ニ滿 チ タルOrganト シ テ總 ユ

ル 方 面 ヨ リ研 究 サ レ シモ未 ダ ニ抗 議 無 キ説 明 ニ達

セ ズ.而 モ胎 兒 ノ發 育 途 上 ニ發 生 シ生 後 ニ最 モ 良

ク發育 シ間 モ無 ク退 化 ス ル ヲ以 テ其 ノBedentung

ハ 益 々 深 長 ニ シ テ識 者 ノ興 味 ヲ喚 起 ス ル モ 宜 ナ

リ.

Bursa Fabriciiニ 關 シテ ハwenckebach氏 ノ

詳 細 ナ ル 報 告 ノ他Forbes,Stieda,Retterer,

Disselhorst,Pomayer,Boyden,大 澤,栗 山氏 等

ノ研 究 ア リ.就 中Wenckebach氏 ハBursaハ 内

胚 葉 ヨ リ生 ズ ト云 フ鐵 則 ヲ確 立 セ ル 功績 ヲ有 ス,

大 澤 博 士 ハBursaノvergleichendle-histologisch

e Sammlumgニ 依 リMartin St. Ange氏 ノ説 ヲ再

建 シProstata卜homologノ モ ノ トナ セ リ.大 澤

博 士 ノ説 ニ依 レバBursaノ 形 態 及 ビ大 サ バ鳥 ノ

種 類 及 ビ年 齢 等 ニ依 リテ異 ナ リ一定 セ ズ トナ シ,

 Forbes氏 モ亦馴 レ タルEnteト 野 生 ノEnteニ 依

リ異 ナ リ タル ノ形 ノBursaヲ 見 タリ ト云 ヘ リ.余

ノ檢 索 ハ 發 生初 期 ヨ リFallikelanlageノ 生 ジ終 局

ノ位置 及 ビ大 サ ヲ占 ム ル ニ至 リ シ迄 ノ形 態 學 檢 索

ニ シ テ盤 ニ發 表 シ ダル家 鳩 胎兒 ニ於 ケル 場 合 ト大

イ ニ其 ノ趣 ヲ異 ニ ス ル ヲ見 タ リ.

第7階 梯 ニ於 テUrodaeumノ 内腔 ハ 著 シ ク退

化 シUrodaealmembranノ 中 ニ多 數 ノVacuolen

ヲ形 成 シ,殊 ニ其 ノ背 方 部 分 ニ著 シ ク,且 第1例

(Nr. 23體 長100mm)ヨ リ第2例(Nr. 125體 長
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14.0mm第3例(Nr. 22體 長15.0mm)ニ 至 ル ニ

從 テVacuolenノ 敷 ヲ増 加 セ ル ノ ミナ ラ ズ其 ノ大

サ ヲモ加 フル ニ至 レ リ.此 部 分 ハBursa Fabricii

ノ初 徴 ニ シテ,第8階 梯 第1例(Nr. 127體 長

14.0mm)ニ 於 テ ハUrodaeumノ 尾 側 壁 ハ 多 少 背

方 ニ膨 隆 セ シ觀 ヲ呈 シ,其 ノEpithelplattノ 中 ニ

大 小 多 數 ノVacuolenヲ 有 ス.第2例(Nr. 25體

長18.5)ニ 於 テ ハBursa Fabriciiノ 原 基 ハ著 明 ニ

背 方 ニ膨 隆 シテ 發 育 シ,左 右 ニ扁 平 ナ ルEpithel

plattノ 形 態 ヲ トリ,背 方 部 ハ 多 數 ノVaculolenヲ

有 シ嚢 状 ノProctodaeumノ 基 底 トハ何 等 交 通 ヲ

有 セズ.第9階 梯(Nr. 77體 長19.0mm)ニ 於 テ

ハBursaハ 最 早扁 平 ナ ルEpithelplattニ 非 ズ シ

テ背 方 ニ著 シ ク伸 長 セ ル ノ ミナ ラ ズ外 側 方 ニ モ發

育 シ,頭 尾 兩 側 ニ ハ縦 走 ノFalteヲ 有 シ凡 ソ棍 棒

状 ヲ爲 シテ 發育 シVacuolenノ 合 一ニ 依 リテ 完

全 ナ ル腔 帯 ヲ形 成 シ既 ニProctodaeumト 其 ノ基

底 ニ於 テ 交 通 ス ル ニ至 レ リ.尚 ホBursaanlageノ

周 團 ニハMesenchymzellenノ 密 集 シ來 レ ル ヲ認

ム.第10階 梯 第1例(Nr. 128體 長39.7mm)ニ

於 テ ハProctodaeumノ 基底 ヨ リBursastielヲ 以

テBursaノ 體 部 ト移 行 ス ル ニ至 リ, Bursaノ 體 部

ハ7條 ノ縦 走 セ ル輕 キFalteヲ 形 成 シ略 ボ梨 子 状

ヲ呈 シ,共 ノ外 面 ノFalteニ 慮 ジテ 廣 キ 内腔 ヲ有

シProctodaeumト 交 通 セ リ. Bursaノ 周 團 ハ 同

心 性 ニMesencymzellenノ 密 集 セ ル ヲ認 メ前 階 梯

ヨ リ一 層 著 明 ナ リ.第2例(Nr. 129體 長42.8mm)

ニ於 テハBursaノ 體 部 ハ益 々膨 大 ナ ル 發 育 ヲナ

シ,少 シ ク頭 方 ニ良 ク發 育 ス ル ニ至 リ梨 子 状 ノ形

態 ヲ失 ヒ背 方Ruckenmarkニ 近 ク達 シ,外 面 ノ

Falteハ 愈 々著 明 ニ シテ周 園 ニ密 集 セ ル細 胞 ハ外

園 ノMesencymト ハScharfニ 境 セ ラル ル ニ至 レ

リ,第11階 梯第1例(Nr. 137體 長37.5mm)ニ

於 テハBursa體 部 ハ頭 方 ニ著 シ ク發育 シ全 ク梨 子

状 ノ形 態 ヲ失 ヒ頭 尾 方 向 ニ長 徑 ヲ有 ス ル塊 ヲ呈 ス

ル ニ至 リ,背 腹 ニ 少 シ ク壓 縮 ヲ受 ケ,外 面 ノ縦 走 セ

ルFalteノ 起 伏 ハ極 度ニ 達 シ從 テBursaノ 内腔 ハ

plicaニ 依 リテ8乃 登9ノ 區 劃 ニ分 タレ各 區 劃 ハ更

ニ輕 ク分 岐 シ,斯 ク シテ 作 ラ レ タル分 岐 腔 ハ 漸次

中 央 ノ主 ナ ル腔 ニ開 キ, Bursaノ 内腔 ノEpithelノ

所 々 ニEpithelknospeノ 形 ヲ以 テEpithelzellem

ノ増 殖 セ ル ヲ認 メ,該Epithelknospeハ 將 來 益 々

其 ノ數 ヲ増 加 シBursaノFollikelanlageヲ 形 成

ス ル モ ノ トス.

以 上記 述 シ タル 事實 ニ依 リテ之 ヲ考 按 ス ルニ,

 Bursa Fabriciiノ 原 基 ハ 内 胚 葉 ヨ リ生 ジUro

daeumノCaudalwandノ 膨 脹 ニ依 リ充 實 シ タル

併 シ間 モ無 ク窩 状 ノ内 腔 ヲ有 ス ル膨 隆 トシテ 發生

ス ト云 ヘ ルWenkebach氏 ノ明 白 ナ ル所 見 ニ就 テ

ハ何 等 容 喙 ス可 キ異 論 ヲ有 セ ズ.即 チ余 ノ第7階

梯 ヨ リ第8階 梯 ニ進 ム所 見 ニ一 致 シ,大 澤 博士 ノ

研 究 ニ於 テ モ全 ク同 様 ノ過 程 ニ依 リテ其 ノ原 基 ヲ

發 生 ス 卜ナ セ リ.

BursaノEpithelハ 元 來Schwanzdarmニ〓 ス

ルEpithelノ 要 素 ヨ リ發 展 ス ト唱 ヘ タ ルStiede

及 ビBornbauptノ 説 ハBoyden(1922)氏 ニ依 リ

テ 斷然 反 駁 サ レ タ リ.即 チBoyden氏 ノ研 究 ニ依

レバSchwanzdarm卜Urodaeumノ 接 合 部 ハ

Kloakenfenetraノ 成 生 ニ依 リ退 化 シ從 テUro

daeumニ ハSchwanzdarmニ 屬 ス ル要 素 ハ全 ク

残 留 セ ズ 卜ナ セ リ.余 ノ研 究 ニ於 テ モ第3階 梯 ニ

於 テKloakenfenestraノ 形 成 サ レ ツ ツア ル ヲ認

メ,軈 テ其 ノFenestraノ 發 展 ニ依 リテSchwanz

darmハUrodaeumヨ リ退 化遊 離 ス ルモ ノ ト思 惟

セ ラ ル ル ヲ以 テ 見 レバBoyden氏 卜同 様 ニBursa

ノEpithelトSchwanzdarmノEpithelノ 間 ニ

ハ 何 等 ノ關 係 無 シ トス ル説 ニ賛 ス ル モ ノ ナ リ. 

Keibel(1921)氏 モ此Schwanzdarm卜Bursaノ

兩 原 基 ノ類 似 性 ニハ 断 然 反 對 ヲ唱 ヘ タ リ. Bursa

 Fabriciiノ 原 基 ノ初 徴 ハ 普通 鶏 胎 兒 ニ 於 テ孵 卵 第
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5日 卜第6日 ノ間 ニ在 リ ト信 ゼ ラ ル ル モ,大 澤 博

士 ハ第8日 目 ノ胎 兒 ニ 於 テ初 メ テ明 瞭 ニ其 ノ初 徴

ヲ見 タ リ 卜ナ シ,余 ノ家 鳩 胎兒 ニ於 ケル檢 索 ニ於

テ ハ 項 臀 徑7.5mm孵 卵 日數5日12時 間 ニシ テ

其 ノ發 生 初 徴 ヲ見 タ リ. Pomayer氏 ハ該 原 基 ノ發

生初 期 ハ横 ニ扁 平 ナ ル 隆 起 トシ テ表 ハ レ間 モ無 ク

側 方 へ膨 隆 シテ 其 ノ太 サ ヲ増 シ棍 棒 状 トナ ル ト云

ヘ リ.即 チ余 ノ第8階 梯 ヨ リ第9階 梯 ニ進 メル發

育 ニ一致 セ リ.尚 ホ大 澤 博士 ノ研 究 ニ徴 ス ル ニ12

日 目 ノ鶏 胎 兒 ニ於 テ ハBursaanlagcハ 非常 ニ膨 大

ナ ル發育 ヲ ナ シ14日 目 ノ胎 兒 ニ於 テ ハ殆 ド終局

ノ形 ト ナ リ15日 目 ノ胎 兒 ニ於 テ ハ 既 ニ粘 膜 ノ所

所 ニFollikelノerste Anlageヲ 見 ル 卜云 ヘ リ.

即 チ余 ノ第10階 梯 ヨ リ第11階 梯 ニ 發育 スル所 見

卜全 ク合 致 セ リ.

Bursa Fabriciiノ 生 理 的 機 能 卜Morphologische

 Anffassungニ 就 テ ハ 今 尚 ホ 不 明 ニ シ テ 今 後 ノ

研 究 ニ俟 ツ ノ外 無 ク,殊 ニ鳥 類 ノ祖 先 トナ サ ル ル

Reptilienノ 總 排 泄腔 ニ 向 テ研 究 ノ歩 ヲ進 ム 可 キ

モ ノ 卜思 惟 セ ラ ル.

第5章　 結 論

前 章 ノ總 括 竝 ニ 考 按 ニ依 リ 次 ノ 結 論 ニ 達

ス,七 面 鳥 胎 兒 ニ 於 テ ハ

1. Kloake卜Schwanzdarm及 ビAnal

platteノ 間 ニ 存 在 セ ルPrimitivstreifenノ

RestハSchwanzdarm卜 共 ニ 既 ニ 述 べ シ方

法 ニ 依 リ テ 退 化 ス ル モ ノ ニ シ テ,體 長8.3㎜,

孵 卵 日數7日 原 節 數50ニ シ テ 退 化 消 失 ス.

2. Schwanzdarmハ 胎 兒 ノ 發 育 途 上 僅 ニ

一 時 的 運 命 ヲ 有 ス ルOrganニ シ テ, Uro

daeumト ノ 吻 合 部 ヨ リ 尾 尖 ニ 向 テ 退 化 ヲ進

メ,體 長8.5mm,孵 卵 日 數6日12時 開 ニ シ

テ 全 ク 退 化 稍 失 ス.

3. Enddarmハ 初 メUrodaeumト 廣 ク交

通 セルモ體長11.0mm.,孵 卵 日數12日 ノ胎兒

ニ於テ ハ其 ノ終邊部 ハ充實 シテUrodaeumノ

内腔 トノ交通ヲ 絶 チ,體 長37.5mm,孵 卵 日數

17日 ノ胎 兒ニ至 リテ再 ビ廣 ク 「アンプル状 」

ニ擴 大 セル腔所 ヲ形成 ス.

4. UrodaeumハEnddarmノ 絡 未腔 トシ

テ扁平 ナル盲嚢 状 テナ シテ發生シ體 長7.5mm

原 節數33ヲ 有 スル胎 兒ニ於 テ 初 メテ 其 ノ原

基 テ認 ム.

5. 體 長9.8mm,孵 卵 日數7日12時 間 以

後 ノ胎兒 ニ於 テハ, Urodaeumノ 左 右外側壁

ハ次第 ニ相接合 シテUrodaealmembranテ 形

成 スル ヲ以 テUrodaeumlumeuハ 次 第 ニ退

化 シ,原 腎管 ノ開 口部 ヨ リ尿嚢管 ニ至 ル外側

壁ハ翼 状ニ膨隆 シテ排泄物 ヲ尿嚢 ニ輸送 ス可

キ最短 路 ヲ形成 ス.

6. 胎 兒 ノ發育途上Urodaeumノ 背 壁及

ビ外側壁 ニ於 テ一時的 ノDivertikelノ 發 生

ヲ認 ム.

7. 體 長8.0mm,原 節 數44ノ 胎 兒ニ於 テ

Urodaeumノ 背 壁 ニKloakenfenestraノ 成

生 ヲ認 メタ リ.

8. Urodaeumハ 胎 兒 ノ發生途上原腎管,

輸 尿管及 ビMuller氏 管 卜吻合 スルモノニシ

テ,左 側原腎管 ハ右側 ニ比 シ少 シ早 クUro

daeumニ 達 スルモノノ如 ク體 長6.5mm,原

節 数33ノ 胎 兒ニ於 テ其 ノ吻合 ヲ見,兩 者 ノ内

腔 ノ開通 テ見 ルハ體長7.5mm,原 節 數39ヲ

有 スルニ至 リタル時 トス.體 長8.0mm,原 節

數40ヲ 有 スル胎 兒 ニ於 テ,原 腎管 ハ著 シキ腎

芽畸形 テ呈 シタル1例 ヲ見 タ リ.輸 尿管 ハ初

メ原,腎管 ニ開 口シ,體 長14.0mm,孵 卵 日數
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10日 ノ胎 兒 ニ 於 テ 初 メ テUrodaeumノ 背 壁

ニ 移 動 開 口 ス ル ニ至 ル.

9. Phallusanlageハorale Afleilippeノ

膨 隆 ニ依 リ テ 發 生 シ, UrodaeumノEpithel

platteハUralleisteト シ テ 其 ノ 中 ニ 龍 骨 状

ヲ ナ ニ テ 延 長 ス.

10. ProctodaeumハAnalplatteノ 部 分 ニ

於 ケ ル 横 溝 ト シ テ 發 生シEctodermeiustul

pungニ 依 リ漏 斗 状 ニ 沈 降 シ テ 扁 平 ナ ル 盲 嚢

状 ヲ 呈 シ,體 長19.0mm,孵 卵 日 數12日 ノ胎

兒 ニ 於 テBursa Fabriciiノ 内 腔 卜開 通 ス ル

ニ至 ル.

11. Bursa Fabriciiノ 原 基 ハ 體 長11.0

mm乃 至14.0mm(孵 卵 日數8日 乃 至9日)ノ 胎

兒 ニ 於 テ 初 メ テUrodaeumノ 後 壁 尾 方 ニ 小

腔 泡 ラ 有 スルEpithelknospe卜 シ テ 出 現 シ,

體 長19.0mm,孵 卵 日數12日 ノ胎 兒 ニ 於 テ

Proctodaeum卜 交 通 ス ル ニ 至 リ,體 長37.5

mm,孵 卵 日數17日 ノ胎 兒 ニ 於 テ 終 局 ノ位 置

ヲ 占 ム ル ニ 至 ル.

12. 體 長37.5mm,孵 卵 日 数17日 ノ胎 兒

ニ 於 テ ハBursa Fabriciiノ 粘 膜 ノ 所 々 ニ

Fallikelノerste Anlageヲ 散 見 ス.

恩 師敷 波 教 授 ノ御 懇篤 ナ ル 御指 導 卜御校 閲

ヲ深 謝 シ ツ ツ本 稿 ヲ終 ル.

(本 論 文 要 旨 ハ昭 和11年2月8日 岡 山 醫學

會 總 會 ニ於 テ發 表 セ リ)
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